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３
月
29
日
、
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
、
赤
磐
市
制
施
行
10
周

年
記
念
式
典
が
、
来
賓
を
は
じ
め
招
待
者
約

４
０
０
人
の
参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
式
に
先
立
ち
、
石
相
小
学
校
児
童
ら
が

制
作
し
た
楽
曲
「Believe a D

ream

～
夢

を
信
じ
て
～
」
の
合
唱
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

合
併
か
ら
こ
れ
ま
で
10
年
の
あ
ゆ
み
の
映
像

が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
田
副
市
長
の
開
式
の
言
葉
で
式
典
が
始

ま
り
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
市
民
憲
章
の
朗

読
後
、
友
實
市
長
が
「
こ
れ
ま
で
の
10
年
間

の
歩
み
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
つ
つ
、
特
に
、

産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出
に
よ
る
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
環
境
が
充
実
し
た

ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
、
小
田
市
議
会
議
長
が
議
会

を
代
表
し
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
続
き
、
合
併
後
の
赤
磐
市
に
お
い

い
て
、
自
治
、
福
祉
、
産
業
、
教
育
な
ど
各

分
野
で
、
市
の
発
展
の
た
め
に
献
身
的
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
33
団
体
１
６
９
人
に
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
発
展
へ

新
た
な
ス
タ
ー
ト

赤
磐
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

1

23

4

1 式典のオープニングで合唱する石相小学校の児童　2 自
治振興の部で感謝状を受け取る石上地区の杉本区長　
3 シーガルズからのビデオメッセージ　4 式典の様子を映画

「種まく旅人3」のワンシーンとして撮影
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ま
た
、
来
賓
か
ら
赤
磐
市
の
さ
ら
な
る
発

展
を
祈
念
す
る
祝
辞
と
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
か

ら
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
雷
門

喜
助
さ
ん
に
よ
る
赤
磐
市
の
観
光
地
な
ど
を

題
材
に
し
た
創
作
落
語
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
式
典
は
厳
粛
か
つ
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
執
り
行
わ
れ
、
杉
山
教
育
長
の

閉
式
の
言
葉
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
に
は
、
中
央
公
民
館
大
集
会
室

で
、
赤
磐
市
制
施
行
10
周
年
記
念
講
演
・
演

奏
会
が
開
催
さ
れ
、
約
２
６
０
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
桜
が
丘
出
身
で
、
若
手
バ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
登
竜
門
と
し
て
知
ら
れ
る

「
ユ
ー
デ
ィ
・
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
で
優
勝
を
飾
る
な
ど
、

そ
の
才
能
と
将
来
性
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ

る
福
田
廉
之
介
さ
ん
に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン
の

演
奏
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
さ
れ
た
曲
は
、モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の「
バ

イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ 

Ｋ
・
３
０
５ 

第
１
楽
章
」

な
ど
計
７
曲
で
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
そ
の

優
雅
な
演
奏
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、第
２
部
で
は
、㈱
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
最
高
顧
問
の
ほ
か
、（
公
財
）

福
武
財
団
理
事
長
を
務
め
る
福
武
總
一
郎
さ

ん
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
在
る
も
の
を
活
か
し
、
無
い
も
の
を
創

る
』
と
題
し
た
講
演
で
は
、「
自
然
豊
か
な

と
こ
ろ
に
は
、
都
市
部
で
は
感
じ
ら
れ
な
い

幸
せ
が
あ
る
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
誇
り
を

持
ち
、
お
年
寄
り
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
る

〝
幸
せ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〟を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
」
と
エ
ー
ル
を
込
め
た
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

市では、赤磐市制施行10周年を記念して
本市が誘致し、本市をメイン舞台に製作
される劇場用映画「種まく旅人3」の撮影
に無償で協力いただけるエキストラとボ
ランティアの登録（募集）を行います。

■エキストラおよびボランティアの役割
・群衆シーンなど、多人数が登場するシ

ーンへの出演
・スタッフの補助、協力など

■登録要件
・岡山県内在住、在勤、在学の人
・容姿などが放映されることについて、一

切の権利放棄を承諾していただける人

■登録における注意事項
・この登録によって、エキストラとしての

出演やボランティアへの参加を約束す
るものではありません。また、撮影した
シーンが使用されないこともあります。

・撮影の都合上、赤磐市内在住の人の参
加を優先する場合があります。

■登録方法
　本庁秘書企画課および各支所・出張所

に備え付けの登録申請書に必要事項を
記入のうえ、製作協力委員会へ提出し
てください。登録申請書は、市ホームペ
ージからダウンロードもできます。

■問い合わせ・申し込み先
　映画「種まく旅人3」製作協力委員会
　事務局（本庁秘書企画課内）
　☎955-2692

映画「種まく旅人3」
エキストラ・ボランティア募集

56

78

5 式辞を述べる友實市長　6 赤磐市を題材にした創
作落語を披露する雷門喜助さん　7 福武總一郎さん
が『在るものを活かし、無いものを創る』と題し講演　
8 優雅にバイオリンを演奏する福田廉之介さん
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市 長 施 政 方 針
２月27日に開会した赤磐市議会定例会で、友實武則市長が、平成27年度の施政方針を
述べました。平成25年4月17日に赤磐市長に就任し、任期４年の中間地点を迎えようと
する中で編成した当初予算案の内容など、市政運営の基本的な考え方や重要施策につ
いて表明。ここでは、その中のうち４つの重点施策について主な内容をお伝えします。

平 成 27 年 度

　

私
は
市
長
就
任
以
来
、
市
民
の
皆
様
と

の
対
話
を
基
本
に
、
赤
磐
市
を
笑
顔
の
あ

ふ
れ
る
明
る
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
３
つ

の
「
あ
ん
し
ん
」
と
２
つ
の
「
す
こ
や
か
」

を
目
標
に
掲
げ
、
市
政
を
運
営
し
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
27
年
度
も
こ
の
３
つ
の
「
あ
ん
し

ん
」
と
２
つ
の
「
す
こ
や
か
」
を
念
頭
に

置
き
、
将
来
に
わ
た
り
赤
磐
市
が
持
続
的

に
発
展
し
て
い
く
た
め
、
優
先
的
に
取
り

組
む
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
、
重
点
施
策
と

し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
改
革
の
中
で
の
重
要
な
項
目
の
一

つ
が
学
力
向
上
対
策
で
す
。
平
成
26
年
９

月
か
ら
取
り
組
み
を
開
始
し
た
「
産
官
学

連
携
協
力
事
業
」
は
、
岡
山
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科
が
開
発
し
た
「
学
習
ド
リ

ル
」と
民
間
企
業
が
開
発
し
た「
タ
ブ
レ
ッ

ト
教
材
」
を
用
い
て
、
児
童
の
学
習
意
欲

の
向
上
や
学
習
習
慣
の
定
着
に
係
る
効
果

検
証
で
す
。
市
内
の
モ
デ
ル
小
学
校
で
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
約
半
年
が
経
過
し
、
学

校
現
場
か
ら
は
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
る

と
の
報
告
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
学
習
効

果
と
運
用
上
の
課
題
の
検
証
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
の
少
人
数
学
級
へ
の
取
り
組
み

も
引
き
続
き
推
進
し
、
市
費
に
よ
り
５
・

６
年
生
へ
の
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
安
心
し
て
登
下
校
が
で
き
る
教

育
環
境
の
整
備
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
、

校
門
・
通
用
門
・
通
学
路
な
ど
に
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

　

赤
磐
市
は
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
古
く

か
ら
米
や
果
樹
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
中
で
も
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
は

全
国
的
に
有
名
で
、
お
酒
に
適
し
た
「
雄

町
米
」
や
、お
い
し
さ
に
定
評
の
あ
る
「
朝

日
米
」
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
農
家
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
は

深
刻
で
あ
り
、
そ
の
対
策
は
急
務
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

新
年
度
か
ら
「
新
規
就
農
者
育
成
支
援
事

業
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
は
国
の

新
規
就
農
者
を
支
援
す
る
青
年
就
農
給
付

金
の
対
象
と
な
ら
な
い
「
後
継
ぎ
型
」
の

新
規
就
農
者
に
対
し
て
、
農
業
経
営
の
発

展
に
資
す
る
取
り
組
み
に
要
す
る
経
費
に

対
し
て
支
援
を
行
う
も
の
で
、
農
業
経
営

の
安
定
と
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
農
地
の
引
き
受
け
手
と

な
っ
て
い
る
大
規
模
農
家
に
つ
い
て
も
、

米
価
の
下
落
や
直
接
支
払
交
付
金
の
減
額

な
ど
に
よ
り
、
そ
の
経
営
が
圧
迫
さ
れ
る

こ
と
か
ら
「
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業
」

に
よ
り
追
加
支
援
を
行
い
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
や
農
地
の
集
積
、
産
地
の
維

持
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、２
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
た「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
よ
り
是
里
ワ
イ
ン

の
販
路
拡
大
や
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
産
地

で
あ
る
是
里
の
地
域
振
興
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

近
年
、
自
然
災
害
の
少
な
い
岡
山
県

へ
の
企
業
立
地
の
要
望
が
多
い
こ
と
か

ら
、
赤
磐
市
は
、
広
域
交
通
網
が
充
実
し

豊
か
な
労
働
力
や
優
れ
た
住
環
境
な
ど
を

有
し
て
い
る
こ
と
や
、
企
業
立
地
促
進
奨

励
金
な
ど
を
設
け
て
企
業
進
出
の
手
助
け

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
私
自
身
が
先
頭
に

な
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
か
い
わ
山
陽
総
合
流
通
セ
ン

タ
ー
の
早
急
な
誘
致
完
了
を
目
指
す
と
と

も
に
、
昨
年
度
実
施
し
た
企
業
立
地
適
地

調
査
の
結
果
も
踏
ま
え
、
地
元
の
合
意
形

成
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
た
な
工

教
育
改
革

重
点
施
策

1

産
業
振
興

重
点
施
策

2

企
業
誘
致

重
点
施
策

3
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市制施行10周年記念式典での式辞

平成27年度 市長施政方針

業
用
地
の
確
保
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

赤
磐
市
が
未
来
へ
向
け
て
発
展
し
て
い

く
出
発
点
と
し
て
、
全
市
を
挙
げ
て
赤
磐

市
の
よ
さ
を
広
く
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
映
画
「
種
ま
く
旅

人
」
の
ロ
ケ
地
と
し
て
、
い
よ
い
よ
今
年

の
夏
に
本
格
的
な
撮
影
に
入
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
も
エ
キ
ス
ト
ラ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
も
赤
磐
市
の
良

さ
を
再
発
見
し
、
ま
た
、
市
民
相
互
の
交

流
が
図
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
映
画
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
特
産
物
を
、
関
東
圏
、
関
西
圏
な
ど
で

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
観
光
や
農
産

物
の
流
通
・
販
売
、
さ
ら
に
は
定
住
促
進
、

企
業
誘
致
に
も
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
３
つ
の
「
あ
ん

し
ん
」
と
２
つ
の
「
す
こ
や
か
」

の
実
現
の
た
め
に
、
平
成
27
年
度

に
取
り
組
む
主
な
事
業
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

重
点
施
策

4

①医療と福祉のあんしん
・地域医療ミーティングを継続開催
・在宅医療連携拠点事業を推進
・専門家による「24時間電話健康相談事業」を実施

②子育てと教育のあんしん
・赤坂地域の公立3保育園の統合に向けて用地造成工事や設計業

務などを行い、「認定こども園」として整備
・一部幼稚園で、一時預かり保育を試行
・「子ども・子育て会議」の設置や、虐待防止などの事業を推進
・学力の向上対策や、教育環境の整備を進める

③生活環境のあんしん
・ごみの減量化、分別、リサイクルを推進
・公共交通のニーズに合った運行を計画
・美作岡山間道路の早期開通や危険交差点の改良などの整備
・砂川・こぶ川改修事業の早期着手
・避難行動要支援者台帳の作成など防災力の向上を図る

①産業振興で経済がすこやかに
・農家の後継者対策や耕作放棄地対策、地域ブランド化などを推進
・有害鳥獣対策を強化
・特産品の販路拡大・観光客の誘致・定住促進・企業誘致などによる

地域活性化を促進

②市民サービス、行政運営をすこやかに　
・より高度な行政サービスを提供できるよう、国や県との職員交流
・一層の行政改革に取り組み、持続可能な財政構造の実現
・「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、地方創生に取り組む

3つの「あんしん」

2つの「すこやか」
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歳 入
181億

9,560万円

市税
43億8,487万円
（24.1％）

地方交付税
67億円（36.8％）

分担金及び負担金
3億8,775万円（2.1％）

地方譲与税等
9億3,370万円（5.1％）

県支出金
13億5,087万円
（7.4％）

国庫支出金
17億9,880万円
（9.9％）

市債
15億7,200万円
（8.6％） 繰越金3億円（1.6％）

繰入金3億4,850万円
（1.9％）

その他1億9,153万円
（1.1％）

使用料及び手数料
2億2,757万円（1.3％）

自主財源 58億4,022万円
依存財源 123億5,537万円

※表示単位未満四捨五入の
　ため、積み上げと合計が
　一致しない場合があります。

　

平
成
27
年
度
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

お
よ
び
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
３
２

８
億
７
２
３
０
万
円
で
、
対
前
年
度
比
４
・

５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
１
８
１
億
９
５
６

０
万
円
で
、
対
前
年
度
比
１
・
３
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
合
併
に
よ
り
特
別
に
加
算

さ
れ
て
い
る
地
方
交
付
税
が
今
年
度
か
ら

平
成
31
年
度
ま
で
段
階
的
に
減
少
し
て
い

く
こ
と
か
ら
、
交
付
額
は
67
億
円
で
対
前

年
度
比
３
・
５
％
の
減
と
な
る
一
方
、
扶

助
費
や
消
費
的
経
費
な
ど
の
歳
出
増
に
対

応
す
る
た
め
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

金
で
財
源
不
足
を
補
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
予
算
は
、総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
人

〝
い
き
い
き
〟
ま
ち
〝
き
ら
り
〟
活
力
あ

る
、
住
み
よ
い
、
住
み
た
い
、
赤
磐
市
」

を
実
現
す
る
た
め
、
各
種
の
生
活
環
境
施

策
、
保
健
、
医
療
な
ど
の
福
祉
施
策
な
ど

の
市
民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
は
も
ち
ろ

ん
、
市
が
直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
や
将
来

の
発
展
に
向
け
て
優
先
的
に
取
り
組
む
た

め
、「
教
育
改
革
」、「
産
業
振
興
」、「
企

業
誘
致
」、「
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
」

の
４
項
目
を
重
点
課
題
推
進
事
業
と
し
て

位
置
づ
け
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳入 ： 一般会計の内訳 平
成
27
年
度

▼
市
税
／
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
。

▼
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
／
市
が
実
施

す
る
特
定
の
事
業
の
受
益
者
な
ど
か
ら

負
担
を
い
た
だ
く
お
金
。

▼
繰
越
金
／
前
年
度
の
決
算
上
の
剰
余

金
。

▼
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
／
市
の
施
設

の
利
用
料
や
戸
籍
・
住
民
票
の
証
明
手

数
料
な
ど
。

▼
繰
入
金
／
基
金
（
市
の
貯
金
）
か
ら

繰
り
入
れ
る
お
金
な
ど
。

▼
地
方
交
付
税
／
一
定
の
行
政
水
準
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
市
の
財

政
状
況
に
応
じ
て
国
税
の
一
部
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
。

▼
国
庫
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経
費

に
充
て
る
た
め
、
国
か
ら
支
出
さ
れ
る

補
助
金
な
ど
。

▼
市
債
／
財
務
省
、
地
方
公
共
団
体
金

融
機
構
な
ど
か
ら
の
資
金
調
達
の
た
め

の
借
入
金
。

▼
県
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経
費
に

充
て
る
た
め
、
県
か
ら
支
出
さ
れ
る
補

助
金
な
ど
。

▼
地
方
譲
与
税
等
／
地
方
譲
与
税
、
地

方
消
費
税
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交

付
金
な
ど
国
税
、
県
税
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
。

〈
歳
入
の
種
類
〉

●自主財源／地方自治体が自主的に
収入できる財源。
●依存財源／国や県の意思により定
められた額を交付されたり、割り当て
られたりする収入財源。

赤
磐
市
の
予
算
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
よ
り
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生

を
確
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

会　計　名 予算規模

一般会計 181億9,560万円

特別会計 134億1,941万円

国民健康保険
特別会計 63億7,050万円

後期高齢者医療
特別会計 4億9,958万円

介護保険
特別会計 42億3,745万円

訪問看護
ステーション事業
特別会計

4,850万円

簡易水道
特別会計 2億2,132万円

下水道事業
特別会計 20億683万円

宅地等開発事業
特別会計 1,150万円

竜天オートキャンプ場
特別会計 1,433万円

財産区
特別会計 942万円

公営企業会計 12億5,729万円

水道事業会計 12億5,729万円

合計 328億7,230万円

※会計ごとに四捨五入しているため、
　合計金額と相違しています。

▼
人
件
費
／
職
員
の
給
与
や
、
非
常
勤

特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
経
費
。

▼
扶
助
費
／
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉

法
、
老
人
福
祉
法
等
に
基
づ
い
て
、
被

扶
助
者
に
対
し
て
生
活
を
維
持
す
る
た

め
に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

▼
公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債
の

元
金
・
利
子
お
よ
び
一
時
借
入
金
利
子

を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
。

▼
物
件
費
／
消
費
的
性
質
を
持
つ
経
費

で
、
賃
金
、
光
熱
水
費
、
通
信
運
搬
費
、

消
耗
品
費
な
ど
。

▼
補
助
費
／
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
、
企
業
会

計
へ
の
補
助
金
な
ど
。

▼
維
持
補
修
費
／
市
が
管
理
す
る
公
共

施
設
や
道
路
な
ど
を
維
持
す
る
た
め
に

支
出
さ
れ
る
経
費
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
、
橋
り
ょ

う
、
学
校
、
庁
舎
な
ど
施
設
の
新
増
築

な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
繰
出
金
／
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま

た
は
特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ
れ
る

経
費
。
介
護
保
険
法
等
の
各
個
別
法
に

基
づ
き
、
制
度
的
に
一
般
会
計
か
ら
の

負
担
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
、
地
方

公
営
企
業
法
等
に
基
づ
き
、
制
度
的
に

一
般
会
計
か
ら
の
負
担
が
予
定
さ
れ
て

い
る
も
の
、
収
支
不
足
の
補
て
ん
に
よ

り
支
出
さ
れ
る
も
の
に
区
分
。

〈
性
質
別
歳
出
の
種
類
〉

●義務的経費／歳出のうち、その支出が
制度的に義務づけられた任意に削減する
ことが困難な経費で、人件費、扶助費、公
債費の3つ。
●消費的経費／経費支出の効果が、当該
支出年度又は極めて短期間で終わるも
のに支出される経費で、物件費、維持補
修費、補助費など。
●投資的経費／支出の効果が資本形成
に向けられ、施設などのストックとして将
来に残るものに支出される経費で、普通
建設事業費、災害復旧費など｡

歳 出
181億

9,560万円

人件費
39億5,398万円
（21.7％）

繰出金
26億8,078万円
（14.7％）

公債費
21億8,943万円
（12.0％）

扶助費
35億520万円
（19.3％）

物件費
27億5,004万円
（15.1％）

維持補修費
8,618万円
（0.5％）

普通建設事業費
12億925万円
（6.6％）

義務的経費 96億4,861万円

その他　　 27億5,777万円
投資的経費 12億925万円
消費的経費 45億7,998万円

その他
7,699万円（0.4％）

補助費等
17億4,376万円
（9.6％）

※表示単位未満四捨五入の
　ため、積み上げと合計が
　一致しない場合があります。

歳出 ： 一般会計の内訳（性質別）会計別予算規模
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▼
議
会
費
／
議
会
の
活
動
に
か
か
る
経

費
。

▼
総
務
費
／
総
合
計
画
策
定
、
財
産
管

理
、
統
計
、
税
の
課
税
や
徴
収
な
ど
の

事
務
に
か
か
る
経
費
。

▼
民
生
費
／
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
、

児
童
な
ど
を
対
象
と
し
た
福
祉
事
業
に

か
か
る
経
費
。

▼
衛
生
費
／
病
気
予
防
の
た
め
の
各
種

検
診
、
ご
み
処
理
や
環
境
対
策
な
ど
に

か
か
る
経
費
。

▼
農
林
水
産
業
費
／
農
林
水
産
業
の
振

興
や
農
・
林
道
の
整
備
な
ど
に
か
か
る

経
費
。

▼
商
工
費
／
商
工
業
の
振
興
、
観
光
事

業
に
か
か
る
経
費
。

▼
土
木
費
／
道
路
、
公
園
、
河
川
の
整

備
、
都
市
計
画
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
消
防
費
／
火
災
予
防
や
消
火
・
救
急

救
助
活
動
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
教
育
費
／
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
生

涯
学
習
活
動
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債
の

元
金
・
利
子
お
よ
び
一
時
借
入
金
利
子

を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
。

〈
目
的
別
歳
出
の
種
類
〉

議 会 費 4,409円

総 務 費 4万9,228円

民 生 費 13万7,397円

衛 生 費 4万929円

農林水産業費 2万6,034円

商 工 費 4,983円

土 木 費 3万4,322円

消 防 費 1万6,791円

教 育 費 4万1,961円

公 債 費 4万8,856円

そ の 他 1,116円

合 計 40万6,026円

一般会計の歳出額を平成27年3月の人
口44,814人で割ると、１人当たり約41

万円になります。

民生費 61億5,731万円（33.8％）

議会費
1億9,759万円

（1.1％）

公債費 21億8,943万円（12.0％）

衛生費 18億3,417万円（10.1％）

総務費 22億609万円（12.1％）

教育費 18億8,042万円（10.3％）

土木費 15億3,811万円（8.5％）

農林水産業費 11億6,669万円（6.4％）

消防費 7億5,245万円（4.1％）

商工費
2億2,333万円

（1.2％）

その他
5,001万円

（0.3％）

合計 181億9,560万円

歳出 ： 一般会計の内訳（目的別） 市民一人予算額

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと
　合計が一致していません。
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費　　目 主要事業名等 事業費（万円）

総 務 費

【重点】 市制施行10周年記念事業（啓発など） 1,043 
グローバルキャンプ（国際交流事業） 71 
岡山シーガルズとの連携事業 334 
防災無線管理事業（小原・出屋・尾谷地区） 729 
防犯カメラ設置補助金事業 150 
公共施設等総合管理計画策定事業 1,519 

民 生 費

ＤＶ被害者等相談支援事業 51 
臨時福祉給付金給付事業 6,937 
子育て世帯臨時特例給付金事業 2,349 
山陽老人福祉センター改修補助金事業 18,500 
レスパイトサービス拡大促進事業 360 
要保護児童台帳管理システム導入事業 216 
赤坂地域保育園統合事業 10,062 

衛 生 費

ごみ処理基本計画策定事業 1,059 
リサイクルプラザ運営事業 71 
24時間電話健康相談事業 305 
健康づくり事業 697 
感染症予防事業（予防接種など） 12,405 
乳幼児等医療費事業 21,869 

農 林 水 産 業 費

【重点】 新規就農者育成支援事業 300 
【重点】 農地はつらつ集積事業 350 
【重点】 地域おこし協力隊事業 359 
下水道周辺整備（小規模土地改良事業） 1,850 
津崎堰改修工事（土地改良施設維持管理） 1,897 
ごみ周辺整備事業（お宮下農道・集落基盤排水路） 1,900 

商 工 費

企業立地促進奨励金事業 1,673 
企業誘致奨励金事業 2,919 
物流施設誘致促進奨励金事業 2,280 

【重点】 観光ＰＲ促進事業 360 
【重点】 オールあかいわ宣伝隊事業 160 

土 木 費

土地区画整理事業 14,450 
都市計画関連調査委託料事業 400 
桜が丘西中央緑道等整備事業（継続事業） 6,000 
都市幹線整備計画策定事業 1,000 
企業誘致周辺整備事業（長尾地区道路） 2,000 
企業誘致周辺整備事業（山間池道路） 3,020 
ごみ周辺整備事業（津崎中線） 1,600 
鳥上中央線改良事業 450 

消 防 費

消防ポンプ自動車配置事業 4,450 
ＦＡＸ119受信機追加事業 176 
消防団関係費事業 7,279 
各地区消防施設整備事業 3,073 
防災費事業（自主防災組織活動支援など） 791 

教 育 費

【重点】 特別支援学級エアコン整備事業 1,512 
非構造部材耐震補強事業 9,146 
無線機器設置調査委託料事業 993 

【重点】 産官学連携協力事業 107 
【重点】 学習支援員配置事業 1,411 
【重点】 常勤講師配置事業 2,757 
【重点】 通学路等防犯カメラ設置事業 1,105 
【重点】 特別支援教育支援員配置事業（幼稚園） 426 
【重点】 みて、ふれて、学ぶ赤磐の歴史学習支援事業 226 
公民館・図書館こども支援事業 112 
ふれあい公園等指定管理事業 9,642 

公 債 費 元利償還金 218,943 

平成27年度 一般会計予算の主な事業
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介
護
予
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
「
運
動
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」・「
認
知
症
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
自
身
の
健
康
づ
く
り
と

地
域
貢
献
の
た
め
に
ぜ
ひ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
運
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
１
０

０
歳
体
操
の
実
技
を
身
に
つ
け
、

地
域
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
運
動
教

室
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

認
知
症
に
関
す
る
知
識
を
身
に

つ
け
、
市
の
認
知
症
予
防
教
室

の
手
伝
い
や
介
護
施
設
・
地
域

な
ど
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
合
同
で
実
施
す
る
入
門

講
座
受
講
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
的
な
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

運
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
８

回
、
認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
３
回
の
専
門
講
座
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
後
日

対
象
者
へ
通
知
し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容

〈
第
１
回
〉

・
日
時
…
６
月
17
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午

・
テ
ー
マ
…
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
っ
て
？ 

私
達
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
よ
う
」

・
講
師
…
岡
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
職
員

〈
第
２
回
〉

・
日
時
…
６
月
24
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午

・
テ
ー
マ
…
「
認
知
症
の
理
解

を
深
め
、
認
知
症
の
方
へ
の

対
応
を
学
ぼ
う
」

・
講
師
…
赤
磐
市
介
護
保
険
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

■
場
所
／
中
央
図
書
館
多
目
的

ホ
ー
ル

■
定
員
／
運
動
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
20
人
、
認
知
症
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
20
人

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
５
月
29
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

　

す
べ
て
の
人
が
性
別
に
か
か

わ
り
な
く
、社
会
の
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
一
人
ひ
と
り
の

個
性
が
輝
く
男
女
共
同
参
画
社

会
を
め
ざ
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
ま
す
。
ご
家
族
・
ご
近
所

で
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
５
月
18
日
㈪

　
午
後
２
時
〜
３
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館
３
階 

展

示
講
座
室

■
演
題
／
「
一
度
の
人
生 

思
い

切
り
が
ん
ば
り
楽
し
む
!!
」

　
38
年
間
の
仕
事
人
生
の
中
で
学

ん
だ
こ
と
、
伝
え
た
い
こ
と
を

ご
自
身
の
経
験
を
も
と
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。

■
講
師
／
上
岡
美
保
子
さ
ん（
ト

マ
ト
銀
行
取
締
役
）

■
対
象
／
市
内
在
住
在
勤
・
在
学

の
人

■
定
員
／
50
人

■
託
児
／
あ
り
（
申
し
込
み
が
必

要
で
す
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
５
月
13
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

協
働
推
進
課

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
切
な

人
の
大
切
な
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
る
の
は
そ
ば
に
居
る
あ
な

た
で
す
！

　

心
臓
が
止
ま
っ
た
と
き
に
有

効
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
、
そ
の
他

ケ
ガ
に
対
す
る
適
切
な
応
急
手

当
て
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。
年
齢
や
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
受
講
希
望
者
が
少
数
の
場
合

は
や
む
を
得
ず
中
止
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
５
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
署 

東
出

張
所

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
５
月
15
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

■電話番号一覧 ※情報ボックス・コラム内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷秘書企画課……………☎ 955-2692

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷税務課市民税班………☎ 955-0951

　▷市民課国保年金班……☎ 955-1113

　▷環境課…………………☎ 955-5347

　▷協働推進課……………☎ 955-1114

　▷社会福祉課……………☎ 955-1115

　▷子育て支援課…………☎ 955-2635

　▷健康増進課……………☎ 955-1117

　▷介護保険課地域包括
　　支援センター…………☎ 955-1470

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷健康福祉課……………☎ 957-4822

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

　▷産業建設課……………☎ 995-1217

●吉井支所代表……………☎ 995-1111

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

●熊山診療所………………☎ 995-1251

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●
募
集

第
１
回
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

介
護
予
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
講
座
参
加
者
募
集

～
今
、あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
！
～

広報あかいわ（平成27年5月号）10



情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

図
書
館

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、10ページの電話番号一覧をご覧ください。

　

市
内
に
あ
る
空
き
家
を
有
効

活
用
し
、
赤
磐
市
へ
の
移
住
・

定
住
を
促
進
す
る
こ
と
で
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
空
き

家
情
報
バ
ン
ク
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
空
き
家

に
関
す
る
情
報
を
集
め
、（
一
社
）

岡
山
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
・

（
一
社
）
岡
山
県
不
動
産
協
会
を

通
じ
て
、
空
き
家
を
探
し
て
い

る
人
に
、
広
く
そ
の
情
報
を
提

供
す
る
制
度
で
す
。

　

住
宅
を
長
く
放
置
し
て
住
め

な
く
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
空

き
家
を
お
持
ち
の
人
は
ぜ
ひ
こ

の
制
度
に
よ
る
登
録
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
秘
書

企
画
課

　
赤
磐
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

ト
ル
コ
人
を
招
い
て
サ
ロ
ン（
交

流
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
ト
ル
コ
っ
て
ど
ん
な
国
？ 

日

本
と
の
関
係
は
？ 

手
作
り
の
お

菓
子
を
食
べ
な
が
ら
、
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か
。
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
、
み
ん
な
で
楽
し

め
る
内
容
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
、
ご
友
人
を
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※
都
合
に
よ
り
参
加
国
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
30
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所
／
中
央
公
民
館
３
階 

第

３
会
議
室

■
参
加
外
国
人
／
チ
フ
チ 

ケ
ズ

バ
ン
さ
ん

■
定
員
／
20
人
程
度

■
参
加
費

・
会
員
…
無
料

・
会
員
以
外
…
３
０
０
円

※
小
学
生
以
下
無
料

■
申
込
期
限
／
５
月
11
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

秘
書
企
画
課

■
日
時
／
６
月
28
日
㈰

■
場
所
／
熊
山
英
国
庭
園

■
参
加
資
格

・
男
性
…
20
歳
以
上
の
人
で
、

赤
磐
市
・
和
気
町
在
住
ま
た

は
在
勤
の
人

・
女
性
…
20
歳
以
上
の
人
で
、

居
住
地
な
ど
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん

■
定
員
／
男
女
各
20
人

■
参
加
費
／
３
千
円

■
申
込
期
限
／
６
月
７
日
㈰

※
た
だ
し
、
申
し
込
み
状
況
に

よ
り
延
長
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
主
催
／
和
気
町
・
赤
磐
市
１

市
１
町
合
同
結
婚
推
進
委
員
会

（
吉
井
支
所
産
業
建
設
課
内
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・Lapish

（
ラ
ピ
ッ
シ
ュ
）

　
〒
７
０
０︲

０
８
２
１

　
岡
山
市
北
区
中
山
下
１︲

11︲

54

　
黒
住
ビ
ル

　
☎
０
８
６（
２
３
５
）０
８
０
４

※
受
付
時
間
…
午
前
11
時
〜
午

後
８
時

●
募
集

国
際
交
流
サ
ロ
ン

参
加
者
募
集 

～
ト
ル
コ
～

●
募
集

空
き
家
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

平成27年 春の交通安全県民運動
運動の重点目標
①最重点目標（運動の基本）
・子どもと高齢者の交通事故防止
②重点目標
・自転車の安全利用の推進
　（※岡山県自転車安全利用5則の周知徹底）
・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
　正しい着用の徹底
・飲酒運転の根絶
・交差点における安全な通行の徹底
　（うっかり・ぼんやり・脇見運転の防止）
・スピードダウンの励行

交通安全県民運動出発式の予定
・日時／5月11日㈪　午前9時～
・場所／中央公民館 大集会室
・内容／交通安全宣言の後、街頭啓発を行います

街頭啓発の時間と場所
・山陽地域…午前 9時40分～ 中国銀行赤磐支店前
・熊山地域…午前10時30分～ 松木交差点
・吉井地域…午後 1時30分～ キャットアイ前
・赤坂地域…午後 2時30分～ 赤坂支所前

●問い合わせ先／本庁くらし安全課

●
募
集

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

in 

熊
山
英
国
庭
園

広報あかいわ（平成27年5月号）11
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種　　別 税率（年額）
平成27年度まで 平成28年度から

原動機付
自転車

50cc以下 1,000円 2,000円
51㏄～90㏄ 1,200円 2,000円
91㏄～125㏄ 1,600円 2,400円
ミニカー（50㏄以下） 2,500円 3,700円

小型特殊
自動車

農耕作業車 1,600円 2,400円
特殊車 4,700円 5,900円

二輪の軽自動車（側車付含む） 2,400円 3,600円
二輪の小型自動車 250㏄超 4,000円 6,000円

− 移転のお知らせ − 岡山運輸支局・中国検査部岡山事務所・岡山
県備前県民局税務部分室は左記に移転する
こととなりました。

１
年
先
送
り
と
な
り
、
平
成
28

年
度
か
ら
新
し
い
税
率
で
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た（
左

表
参
照
）。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
税
務

課
市
民
税
班

■
日
時
／
５
月
20
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

■
場
所
／
産
業
会
館
２
階 

ふ
る

さ
と
交
流
室

■
相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

所 

年
金
専
門
官

※
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時
間

を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
受
付
窓
口
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月

１
日
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
車
検
時
納

付
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
領
収
書
に
つ
い
て
い

る
納
税
証
明
書
は
、
車
検
を
受

け
る
と
き
に
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
岡
山
県
備
前
県
民
局
税
務
部

　
☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
１
１

　
　
〜
９
８
１
４・９
８
０
８

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業

な
ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家

族
の
皆
さ
ん
が
加
入
す
る
健
康

保
険
で
す
。
今
年
４
月
分
（
５

月
納
付
分
）
か
ら
岡
山
支
部
の

健
康
保
険
料
率
は
、
10
・
09
㌫
、

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
が
対

象
と
な
る
介
護
保
険
料
率
も
１
・

58
㌫
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
人
は
、

今
年
５
月
分
か
ら
変
更
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

　
☎
０
８
６（
８
０
３
）５
７
８
０

　

http://www.kyoukaikenpo.or.jp

　

広
報
あ
か
い
わ
1
月
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
平
成
27

年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
率

が
変
更
に
な
り
ま
す
が
、
１
２

５
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
、
二
輪
の
軽

自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車

に
つ
い
て
は
、
税
率
の
変
更
が

●
お
知
ら
せ

年
金
相
談（
※
要
予
約
）

●
お
知
ら
せ

自
動
車
税
は
６
月
１
日
ま
で
に

●
お
知
ら
せ

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部
の

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

●
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

■ 業務開始日／5月7日㈭

■ 所在地／岡山市北区富吉5301-5

■ 電話番号
・岡山運輸支局
　　総務企画　 ☎086-286-8121

　　輸送・監査　 ☎086-286-8122

   　登録（自動音声案内）　 ☎050-5540-2072

　　検査　 ☎086-286-8153

　　整備・保安　 ☎086-286-8155

・中国検査部岡山事務所　 ☎086-286-8333 

・岡山県の自動車取得税・自動車税申告窓口
　岡山県備前県民局税務部分室
　（自動車会館内22・23番窓口） 
　課税課自動車審査班　 ☎086-286-8770

岡山
空港

長野

工業技術
　センター
岡山リサーチ
　　　パーク　
田益トンネル

岡山医療センター
芳賀佐山
団地

至 高松稲荷

至 吉備中央町 至 津山市

至 岡山市内

岡山 IC

吉備
スマート IC

岡
山
街
道

県　道　72　号

山　陽　自
　動　車　

道

岡
山
北
バ
イ
パ
ス

岡山運輸支局
中国検査部岡山事務所
岡山県備前県民局税務部分室

広報あかいわ（平成27年5月号）12



◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、10ページの電話番号一覧をご覧ください。

情
報
ボ
ッ
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ス
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ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
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ン
ダ
ー

公
民
館

図
書
館

市
政
情
報

　

４
月
か
ら
内
科
の
診
察
に
、

月
曜
日
は
中
西
恵
子
医
師
が
、

火
・
木
・
金
曜
日
は
中
西
崇
医

師
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
科
の
診
察
は
、
月
・

木
・
金
曜
日
の
午
前
中
の
み
に

な
り
ま
し
た
。
受
診
の
前
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
熊
山
診
療

所

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
山
陽
地
域

　
…
本
庁
社
会
福
祉
課

・
赤
坂
地
域

　
…
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

・
熊
山
地
域

　
「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
月

間
」
が
今
年
も
５
月
を
中
心
に

全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
年
間
を

通
じ
て
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

は
、「
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

力
」
と
「
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
活
動
資

金
（
社
費
・
寄
付
金
）」
と
い
う

２
本
の
柱
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
地
区
・

町
内
会
の
役
員
が
訪
問
し
ま
し

た
ら
、
社
員
加
入
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会

福
祉
課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
日
で
す
。

　

こ
れ
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
存
在
や
活
動
を
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
昭

和
52
年
に
、
毎
年
５
月
12
日
を

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

と
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

１
期
３
年
の
任
期
で
担
当
地
区

を
持
っ
て
い
ま
す
。
市
内
に
は

担
当
区
域
を
も
つ
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
」
が
１
１
３
人
、
主

に
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を

担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」

が
９
人
い
ま
す
。

　

委
員
は
、
毎
月
の
定
例
会
や

各
種
研
修
、
地
区
・
学
校
行
事

へ
の
参
加
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
行
う
友
愛
訪
問
へ
の
協
力
な

ど
、
地
域
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
担
当
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
分
か
ら
な
い
場
合

●
お
知
ら
せ

赤
十
字
活
動
資
金
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

●
お
知
ら
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

あ
な
た
の
ま
ち
の
相
談
相
手

～
民
生
委
員・児
童
委
員
～

●
お
知
ら
せ

熊
山
診
療
所
の
診
察
日
程
変
更

　
…
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

・
吉
井
地
域

　
…
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

広報あかいわ（平成27年5月号）13



情報ボックス
INFORMATION BOX

務
局
（
本
庁
社
会
福
祉
課
内
）

　
FAX（
９
５
５
）１
１
１
８

　
「
労
働
力
は
老
働
力
〜
働
い
て

ひ
ろ
が
る
人
生
１
０
０
年
時
代

〜
」
と
題
し
、
樋
口
恵
子
さ
ん

に
よ
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
日
時
／
５
月
29
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
15
分

■
場
所
／
中
央
公
民
館 

大
集
会
室

■
参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
赤
磐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎（
９
５
５
）６
４
６
６

■
日
時
／
５
月
２
日
㈯
〜
４
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／
熊
山
英
国
庭
園
内

■
内
容
／
写
真
、
日
本
画
、
水

彩
画
な
ど
の
展
示
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
花
の
販
売
、

イ
ベ
ン
ト
（
管
弦
楽
四
重

奏
・
合
唱
団
）
な
ど

■
英
国
庭
園
情
報

・
入
園
料
…
無
料

・
駐
車
場
…
80
台

・
開
園
時
間
…
午
前
９
時
〜
午

後
６
時

・
休
園
日
…
毎
週
水
曜
日
（
水
曜

日
が
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
山
英
国
庭
園
（
殿
谷
１
７
０︲

１
）

　
☎（
９
９
５
）９
３
０
０

・
熊
山
支
所
産
業
建
設
課

　

赤
磐
市
障
害
者
自
立
支
援
協

議
会
と
は
、
赤
磐
市
内
の
障
害

福
祉
に
関
す
る
課
題
を
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

当
事
者
、
家
族
、
支
援
者
、
市

民
お
よ
び
行
政
が
連
携
し
、
赤

磐
市
の
実
情
に
応
じ
た
協
議
を

行
う
組
織
で
す
。

　
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
５
月
14
日
㈭

　
午
後
１
時
50
分
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
中
央
図
書
館
多
目
的

ホ
ー
ル

■
演
題
／
「
み
ん
な
で
つ
な
が

る
自
立
支
援
協
議
会
」

■
講
師
／
菅
野　

浩
司
さ
ん

（
も
も
ぞ
の
学
園
前
園
長
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
赤
磐

市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
事

●
お
知
ら
せ

熊
山
英
国
庭
園

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

●
お
知
ら
せ

赤
磐
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
す

●
お
知
ら
せ

赤
磐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立
10
周
年
記
念
講
演

　

毎
日
の
生
活
に
、
上
手
に
運
動

を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
年
度
も
全
４
回
の
運
動
教
室

を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
６
月
５
日
㈮

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
受
付
…
午
前
９
時
30
分
～
）

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ

■
内
容
／
体
操
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
話
、ふ
れ
あ

い
公
園
周
辺
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

※
雨
天
の
場
合
は
、屋
内
で
の
体
操
を
行
い
ま
す

■
参
加
費
／
無
料

■
持
ち
物
／
屋
内
履
き
、飲
み
物
、帽
子
な
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
必
要
な
も
の

■
申
込
期
限
／
５
月
29
日
㈮

※
３
回
以
上
参
加
し
た
人
に
は
、健
康
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。さ

ら
に
、教
室
で
配
布
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
録
表
の
歩
数
を
達

成
し
た
人
に
も
健
康
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

〈
第
２
回
の
予
定
〉

・
日
時
…
８
月
11
日
㈫

・
内
容
…
エ
ア
ロ
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁
健
康
増
進
課
、各
支

所
健
康
福
祉
課

第

１

回

運
動
教
室
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、10ページの電話番号一覧をご覧ください。

●絵本はともだち　毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい　毎週土曜日 午前10時30分～11時、第2日曜日 午後2時～2時30分
●こどもの読書週間おはなしかい　3日㈰ 午後2時～3時
●きらり☆しあたー子ども版映画上映会『ふるさと再生 日本の昔ば

なし「三つの斧」ほか』　16日㈯ 午後2時～
●民話の寺小屋（民話の語り）　17日㈰ 午後2時～2時30分
●「岡山のむかしばなし」絵本原画展3　5月30日㈯～6月5日㈮ ※1日㈪を除く

●ブックんのおはなしかい読書週間拡大版　2日㈯ 午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい　13日㈬・27日㈬ 午前11時～11時20分

●なかよしタイム　12日㈫ 午前10時～正午
●おはなしのおへや　16日㈯ 午前11時～11時30分
●おはなしたまてばこ　30日㈯ 午後2時～3時

●おはなし会　9日㈯ 午前10時30分～11時
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ　15日㈮ 午前10時～正午

●無料観望会　2日㈯ 午後7時～10時

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内5 E V E N T  G U I D E  O N  M A Y

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
開

設
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
子
育

て
支
援
課

　

子
ど
も
の
健
や
か
で
豊
か
な

成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、

赤
磐
市
の
子
育
て
情
報
サ
イ
ト

「
ふ
ぁ
み
り
ん
く
る
」
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

健
診
の
日
程
を
知
り
た
い
、

子
育
て
の
相
談
を
し
た
い
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
は
な
い
か
な
？ 

な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
お
役
立
ち
情

報
を
満
載
し
て
、
皆
さ
ん
の
楽

し
い
子
育
て
ラ
イ
フ
を
応
援
し

ま
す
。

　

人
・
家
族
・
地
域
を
結
ぶ
子

育
て
情
報
サ
イ
ト
「
ふ
ぁ
み
り

ん
く
る
」
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

http://fam
ilinkru.jp/

　

こ
の
サ
イ
ト
は
、
子
育
て
情

報
誌
「
ふ
ぁ
み
り
ん
く
」
に
引

き
続
き
、
市
が
赤
磐
子
ど
も
Ｎ

●
お
知
ら
せ

ウ
ェ
ブ
版 

子
育
て
情
報
サ
イ
ト

「
ふ
ぁ
み
り
ん
く
る
」い
よ
い
よ
発
信
！

　

市
内
の
妊
婦
さ
ん
を
対
象

に
母
親
学
級
を
開
催
し
ま

す
。
今
年
度
か
ら
誰
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
カ
フ
ェ
形
式

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
妊
娠
中
の
今

だ
か
ら
こ
そ
、楽
し
く
過
ご
す
コ
ツ
や
、産
後
に
役

立
つ
こ
と
を
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
は
、赤
ち
ゃ
ん
が
手
に
持
っ
て
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
も
手

作
り
し
ま
す
。
初
め
て
で
も
、
裁
縫
が
苦
手
で
も
大
丈
夫
！ 

　

託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、お
子
様
づ
れ
で
も
安
心
し
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
５
月
29
日
㈮　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
受
付
…
午
前
９
時
30
分
～
）

●
場
所
／
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、
裁
縫
道
具
（
針
と
糸
、
裁
ち
ば
さ

み
な
ど
）、
お
好
き
な
布
（
タ
オ
ル
生
地
な
ど
）
45
㌢
×
45
㌢

※
着
な
く
な
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
も
可

●
申
込
期
限
／
５
月
22
日
㈮

●
今
後
の
日
程
／
７
月
16
日
㈭
、
９
月
24
日
㈭

※
詳
し
い
内
容
は
、
後
日
広
報
あ
か
い
わ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
／
本
庁
健
康
増
進
課
、
各
支
所

健
康
福
祉
課

母
親
学
級
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！
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情報ボックス／ザ・コラム
INFORMATION BOX / The Column

●
環
境
コ
ラ
ム 

［ 

第
９
回 

］ �

環
境
課

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　

気
温
が
高
く
、風
が
弱
い
日
中
に
、自

動
車
の
排
気
ガ
ス
や
工
場
の
煙
な
ど
に

含
ま
れ
る
大
気
汚
染
物
質
が
太
陽
の
強

い
紫
外
線
を
受
け
る
と
、大
気
中
に
「
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
が
発
生
し
ま
す
。

　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
目
に
見

え
ま
せ
ん
し
、
に
お
い
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
濃
度
が
高
く
な
る
と
、
目
が
チ
カ

チ
カ
し
た
り
、
の
ど
の
渇
き
を
覚
え
た

り
す
る
な
ど
、
健
康
被
害
が
発
生
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
５
月
10
日
か
ら
９
月

10
日
を
「
大
気
汚
染
防
止
夏
期
対
策
期

間
」
と
定
め
、
監
視
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が

高
く
な
っ
た
と
き
は
「
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

情
報
」
や
「
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
」
な

ど
を
発
令
し
て
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

　

注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
子
ど
も
や
高
齢
者
、
体
調
の
悪
い
人

は
屋
内
で
休
む

・
水
泳
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
屋
外
で
の

激
し
い
運
動
を
控
え
、
屋
内
で
の
活

動
に
切
り
替
え
る

・
屋
内
で
は
窓
を
閉
め
る
な
ど
、
で
き

る
だ
け
外
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す

る
・
報
道
機
関
な
ど
を
利
用
し
て
、
情
報

や
注
意
報
な
ど
の
発
令
状
況
を
確
認

す
る
よ
う
努
め
る

　

ま
た
、
岡
山
県
の
大
気
環
境
測
定
状

況
を
岡
山
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
注
意
報
な
ど
の
メ
ー
ル
配
信
も

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
岡
山
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.okayam

a.jp/
page/detail-1

1
3

2
5

8
.htm

l

　　　　今回の取り組みでおよそ２割の人がバス利用を意識し、クルマからバス利用に転換する人も少数ではあるものの増
えたことが分かりました。赤磐市地域公共交通会議では、今回の取り組みを第一歩として、今後も皆さんが無理なく公共交
通を利用できる環境整備について検討を進めるとともに、「かしこいクルマの使い方」について考えていただく機会を提供
していきたいと考えています。

かしこいクルマの使い方を考えるプロジェクト あかいわ 2014  結果報告

あかいわ
2015

■問い合わせ先 （事務局：本庁秘書企画課）／ 赤磐市地域公共交通会議

クルマのこと、バスのこと、少し考えてみませんか？

昨年12月に桜が丘の皆さんにご協力いただき、第2回アンケート調査を行いました。今回はその結果の一部をご紹介します。

通勤者に「通勤におけるバス利用意識の変化」をたずねた
ところ、下記グラフのような結果となりました。通勤でバス
利用を意識しつつも実践するのは難しいようです。

　5人に1人がバス利用を意識

桜が丘で第2回アンケート調査を実施しました

通勤におけるバスの
利用意識の変化▶

最後に　

2.6%

16.5%

80.9%

意識はしたが
利用増には
至らなかった

意識してバスの利用を
増やした

特に意識しなかった

　かしこいクルマの使い方の提案
普段クルマを使って生活している人が、全くクルマを使
わず生活することは、難しいものです。無理のない範囲で、
できるときに少しずつチャレンジしてみましょう。

●気分転換に、家族でバスに乗っておでかけしてみよう
バスの中は小さな社会です。お子さんにとっては、良い
社会勉強の機会にもなります。

　公共交通マップを制作
赤磐市の全市版公共交通マップを制作しました。「どの
バスに乗ればよいのかわからない」という人も、マップ
を見て「バスに乗ってみようかな」と思っていただける
と幸いです。お気軽にお問い合わせください。

広報あかいわ（平成27年5月号）16
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●
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す 

［ 

第
18
回 

］ �

介
護
保
険
課

『
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に
、

　
　
　
社
会
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
』

　

わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
今
後
男
女
と

も
に
伸
び
て
、
２
０
６
０
年
に
は
男
性

84
・
19
歳
、
女
性
90
・
93
歳
と
な
り
、
女

性
の
平
均
寿
命
は
90
歳
を
超
え
る
と
見

込
ま
れ
ま
す
（
平
成
26
年
版
高
齢
者
白

書
よ
り
）。

　

超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
ま
す
ま
す

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
元
気
で
長
生
き

を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、「
地
域
に
出
る
（
社
会
参
加
）」

が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
人
が
要
介
護
状
態
に
な
る

こ
と
を
予
防
す
る
「
介
護
予
防
」
は
、機

能
回
復
訓
練
な
ど
の
心
身
機
能
の
改
善

を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
中
で
生
き
が
い
や
役

割
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
社

会
参
加
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

現
役
時
代
の
能
力
を
生
か
し
た
活
動

や
興
味
・
関
心
が
あ
る
活
動
、
新
た
な

活
動
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
脳
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
、
活
動
的
な
生
活
は
身
体

運
動
機
能
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
主
体
的
に
社
会
活
動
や
地
域
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
人
生
を
豊
か

に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

元
気
で
長
生

き
を
目
指
す

た
め
に
は
、
自

宅
に
閉
じ
こ
も
ら

ず
に
ど
ん
ど
ん
社
会
に
出
て
活
躍
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

赤
磐
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
「
介
護
予
防
支
援
事
業
」
を
手
伝
っ

て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
10
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
介
護
支
援
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
自
分
自
身

の
介
護
予
防
と
地
域
貢
献
を
目
指
し
て
、

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

〈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

・
本　
　

庁 

☎（
９
５
５
）１
４
７
０

・
赤
坂
分
室 

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

・
熊
山
分
室 

☎（
９
９
５
）２
３
５
０

・
吉
井
分
室 

☎（
９
５
４
）１
１
１
２

●
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ニ
ュ
ー
ス  �

環
境
課

リ
サ
イ
ク
ル
実
験
教
室
が

始
ま
り
ま
す

　

エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
内
に
あ
る
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
５
月
か
ら
紙

パ
ッ
ク
で
の
紙
す
き
や
使
用
済
み
天
ぷ

ら
油
を
再
利
用
し
て
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作

る
リ
サ
イ
ク
ル
実
験
教
室
を
行
い
ま
す
。

作
品
は
、
１
時
間
程
度
で
出
来
上
が
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
り
１
０
０
円
で

参
加
で
き
ま
す
。
３
人
か
ら
10
人
１
組

で
、
希
望
日
の
７
日
前
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

第
２
回
リ
ユ
ー
ス
品
提
供
抽
選
会
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

前
回
、
１
４
０
通
を
超
え
る
お
申
し

込
み
を
い
た
だ
き
大
盛
況
で
し
た
。
今

回
、
第
２
回
抽
選
会
の
申
し
込
み
を
４

月
27
日
㈪
か
ら
５
月
18
日
㈪
ま
で
受
付
、

５
月
23
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
で
公
開
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

　

立
ち
会
い
も
大
歓
迎
で
す
の
で
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

５
月
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の

開
館
日
が
変
わ
り
ま
す

◦
開
館
日
…
毎
週
月
・
木
・
金
曜
日
、

　

第
２
・
第
４
土
曜
日

◦
開
館
時
間
…
午
前
10
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
４
時

※
土
曜
日
は
、
ご
み
の
持
ち
込
み
が
で

き
ま
せ
ん
。

※
土
曜
日
は
入
口
が
西
側
の
門
に
変
わ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ（
赤
磐
市
環
境
セ
ン
タ
ー
）

 　

☎（
９
５
５
）１
５
６
０

計量棟

多目的広場・公園

管理棟

駐車場
P

P 駐車場
平日の利用ルート
第２・４土曜日の利用ルート

リサイクル
プラザ受付

リユース
受付

足湯 （実線：持ち込み ルート／点線：帰りルート）
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

◎スポーツ振興課（中央公民館2階） ▶ ☎955-0738／FAX 955-6060

第
42
回
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

全
国
大
会
（
千
葉
県
）

◦
桜
が
丘
中
学
校
２
年

　

高
森　

絵
名
（
桜
が
丘
西
2
）

◦
山
陽
東
小
学
校
６
年

　

大
窄　

里
媛
（
桜
が
丘
西
3
）

２
０
１
５
全
日
本

綱
引
選
手
権
大
会
（
東
京
都
）

◦
小
泉　

辰
夫
（
山
陽
５
）

◦
小
泉　

雄
耶
（
山
陽
５
）

◦
小
泉　

寿
枝
（
山
陽
５
）

第
6
回
赤
磐
市
体
育
協
会
会
長
杯

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

■
日
時
／
５
月
10
日
㈰
（
雨
天
順

延
…
５
月
17
日
㈰
）

■
場
所
／
熊
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

■
種
目
／
一
般
男
女
、
シ
ニ
ア
男

女
（
45
歳
以
上
）、
中
学
生
男
女

■
参
加
資
格
／
市
内
在
住
在
勤
ま

た
は
市
内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
て
い
る
人

■
参
加
費
／
１
ペ
ア
千
円
（
中
学

生
は
１
ペ
ア
６
０
０
円
）

■
参
加
申
込
／
ペ
ア
で
申
し
込
み

■
申
込
期
限
／
５
月
１
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
戸
川

　

☎
０
８
０（
１
９
３
４
）１
９
３
０

　

FAX（
９
５
４
）２
８
２
２

平
成
27
年
度
春
季

赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

■
日
時
／
5
月
24
日
㈰

　

受
付
…
８
時
45
分
～

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

■
講
師
／
岩
田　

章
秀
さ
ん

■
ク
ラ
ス

◦
学
生
の
部
（
小
・
中
学
生
）
…

午
前
９
時
～
正
午

◦
一
般
の
部
…
午
後
１
時
～
４
時

■
定
員
／
各
50
人

■
参
加
費
／
学
生
５
０
０
円
・
一

般
千
円

■
申
込
期
限
／
５
月
15
日
㈮

　

午
後
５
時

■
主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会　

福
田

　

☎・FAX（
９
５
５
）５
７
９
７

第
21
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
日
時
／
５
月
31
日
㈰

　

受
付
…
午
前
９
時
〜

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

■
種
目
お
よ
び
ク
ラ
ス

◦
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦
…
男
子
Ａ

級
・
男
子
Ｂ
級
・
男
子
Ｃ
級
・

女
子
Ａ
級
・
女
子
Ｂ
級
・
女
子

Ｃ
級
・
男
女
子
Ｄ
級
（
初
心
者
）

◦
シ
ン
グ
ル
ス
個
人
戦
…
男
子
の

部
・
女
子
の
部

■
参
加
費

①
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
登

録
チ
ー
ム
…
１
人
５
０
０
円

②
市
内
在
住
・
在
勤
者
…
１
人
千
円

※
中
学
生
以
下
…
①
・
②
の
半
額

■
申
込
期
限
／
５
月
18
日
㈪

　

午
後
５
時

■
主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会　

福
田

　

☎・FAX（
９
５
５
）５
７
９
７

第
18
回
赤
磐
市
射
撃
大
会

■
開
催
日
／
３
月
15
日

■
場
所
／
備
前
射
撃
場

■
結
果

◦
優　

勝
…
福
安
秀
雄
（
桜
が
丘
西
３
）

◦
準
優
勝
…
佐
倉
弘
昌
（
山
口
）

◦
第
３
位
…
橘　

邦
博
（
中
山
）

◦
第
４
位
…
岸
田
元
一
（
尾
谷
）

◦
第
５
位
…
兼
崎
勝
信
（
町
苅
田
）

◦
第
６
位
…
竹
原
隆
也
（
是
里
）

◦
第
７
位
…
草
薙　

顕
（
東
窪
田
）

◦
第
８
位
…
行
正
芳
美
（
西
軽
部
）

◦
第
９
位
…
日
原
春
幸
（
桜
が
丘
西
6
）

◦
第
10
位
…
山
本
勝
敏
（
岩
田
）

ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
バ
ス

■
開
催
日
／
２
月
14
日

■
場
所
／
恩
原
高
原
ス
キ
ー
場

■
参
加
人
数
／
16
人

　

赤
磐
市
ス
キ
ー
協
会
で
、
日
帰

り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
ス
キ
ー
教
室
を
終
え

た
参
加
者
も
午
後
か
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
自
由
に
滑
っ
て
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ

た
」「
ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

結　
果

全
国
大
会
出
場

合
気
道
は
じ
め
ま
せ
ん
か

　

合
気
道
は
試
合
を
行
わ
な
い
日

本
発
祥
の
武
道
で
す
。

　

礼
節
を
第
一
と
す
る
道
場
に

は
、
楽
し
い
な
が
ら
も
真し

ん
し摯
な
凛り

ん

と
し
た
空
気
が
あ
り
、
無
理
な
く

心
と
体
を
鍛
え
て
い
き
ま
す
。

　

幼
児
か
ら
青
少
年
は
礼
節
を
知

り
鍛
錬
の
た
め
に
、
女
性
は
健
康
・

護
身
の
た
め
に
と
、
年
齢
・
性
別
・

稽
古
の
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
合

気
道
が
生
涯
武
道
と
言
わ
れ
る
所ゆ

以え
ん

で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
稽
古
を
見
学
し
、

私
た
ち
と
一
緒
に
合
気
道
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
責
任
を
も
っ
て
指
導

し
ま
す
。
左
記
の
稽
古
時
間
に
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
稽
古
日
時
・
場
所

◦
月
曜
日　

熊
山
武
道
館

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

◦
金
曜
日　

高
陽
中
格
技
場

　

午
後
７
時
～
９
時

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
赤
磐
市
合
気
道
協
会　

森
本

　

☎
０
９
０（
２
２
９
４
）３
８
８
９

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

募　
集

お
知
ら
せ

広報あかいわ（平成27年5月号）18



情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

図
書
館

市
政
情
報

◎問い合わせ・申し込み先／山陽ふれあい公園 ☎955-4432

　ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。

山陽ふれあい公園 第１期（4月～6月）運動教室のご案内
運動教室の参加者を募集中です。暖かくなり、体を動かすのも気持ちいい季節です。体を動かすことの楽し
さ、続ける楽しさを、仲間と一緒に感じてみましょう！ 山陽ふれあい公園のスタッフは、皆さんのご来館をお待
ちしています。
■教室の参加を希望する人は、事前にお申し込みが必要です(先着順)。
■山陽ふれあい公園まで、お気軽にお問合せください。

教　室　名 曜日 時　　間 定員 回数
参加費

3カ月払い 都度払い

◆続けて楽しい！ 続けて効果がある！ コース型プログラム 〈対象 : 16歳以上〉

ヨガ（エクササイズ） 水 14:00 ～ 15:00 15人 11回 7,920円 -

ヨガ（リラックス） 金 18:45 ～ 19:45 15人 9回 6,480円 -

ヨガ（アロマ） 土 9:15 ～ 10:15 15人 10回 7,200円 -

SLOWピラティス 火
9:15 ～ 10:00 15人 10回 5,400円 -

10:10 ～ 10:55 15人 10回 5,400円 -

太極拳
火

14:00 ～ 15:00 10人 11回 7,920円 -

太極拳入門 15:10 ～ 16:10 10人 11回 7,920円 -

ストレッチ 木 9:15 ～ 9:45 15人 11回 3,960円 -

クロール初級 水 10:15 ～ 10:45 10人 10回 3,600円 -

平泳ぎ初級 木 13:00 ～ 13:30 10人 10回 3,600円 -

4泳法初級 木 19:15 ～ 19:45 10人 10回 3,600円 -

◆楽しく体を動かせるプログラム 〈対象 : 16歳以上〉

ZUMBA（ズンバ） 金 11:15 ～ 12:00 15人 10回 4,500円 500円

ボディコンバット 水 19:05 ～ 19:50 15人 10回 4,500円 500円

ボディパンプ 木 19:30 ～ 20:15 15人 10回 4,500円 500円

シバム 火 20:10 ～ 20:40 15人 11回 3,960円 400円

オリジナルダンス 水 10:00 ～ 10:40 15人 11回 4,950円 500円

エアロフットセラピー 火 19:15 ～ 20:00 15人 11回 4,950円 500円

かんたんエアロ
水 9:10 ～ 9:50 15人 11回 4,950円 500円

水 20:00 ～ 20:40 15人 10回 4,500円 500円

アクアウォーキング 水 13:15 ～ 13:45 15人 10回 3,000円 400円

アクアビクス 金 10:15 ～ 10:45 15人 10回 3,000円 400円

◆子ども向けスイミング教室 〈対象 : 3歳～小学6年生〉

幼児クラス
火 15:15 ～ 16:15 24人 10回 9,000円 -

木 15:15 ～ 16:15 24人 10回 9,000円 -

児童クラス①
火 16:15 ～ 17:15 30人 10回 9,000円 -

木 16:15 ～ 17:15 30人 10回 9,000円 -

児童クラス②
火 17:15 ～ 18:15 20人 10回 9,000円 -

木 17:15 ～ 18:15 20人 10回 9,000円 -
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●赤磐市の人口 （平成27年4月1日現在）

人 　 口 44,714 人 （ －104 ）
男 　 性 21,396 人 （ － 65 ）
女 　 性 23,318 人 （ － 39 ）
世 帯 数 17,765 世帯 （ ＋ 8 ）

※（　）は3月1日との差

●平成27年3月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成27年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（1）
0

（0）
0

（1）
2

（3）
2

（5）
6

（22）
52

（154）
7

（22）
24

（59）
89

（257）
東出
張所

0

（1）
0

（0）
0

（0）
0

（0）
0

（1）
1

（6）
23

（69）
6

（18）
4

（17）
34

（110）

北出
張所

0

（1）
0

（0）
0

（0）
0

（1）
0

（2）
1

（5）
19

（49）
3

（9）
1

（2）
24

（65）

計 0
（3）

0
（0）

0
（1）

0
（4）

2
（8）

8
（33）

94
（272）

16
（49）

29
（78）

147
（432）

●平成27年3月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
27年3月中 78 16 0 2 16 62 
26年3月中 100 20 0 2 27 80 
増        減 -22 -4 0 0 -11 -18 
27年3月末 237 57 1 10 46 180 
26年3月末 265 63 0 7 56 202 
増        減 -28 -6 1 3 -10 -22 

●今月の交通標語 「 わたるまで 心のスイッチ オンのまま 」

●5月の保険料を期限内に納めましょう
固 定 資 産 税 1 期
軽 自 動 車 税 全 期

※期限は6月1日まで
人間らしく生きる、
その人らしさを
認めあおう

今月の人権啓発標語

　　      吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　      無料開放デー！！
　体育館・プール・トレーニングルーム・テニス
コート・グラウンドを無料で使用できます。
　プールをリニューアルしましたので、ぜひこ
の機会に皆さんお誘いあわせの上、吉井Ｂ＆
Ｇ海洋センターへお越しください。
※プールは、水泳キャップが必要となります。

●5月の休日当番医（窓口受付 9:00～17:00）

3日㈰ 近藤内科 ☎086-953-1610

ますだ眼科クリニック ☎958-5558

4日㈪ 道満医院 ☎957-2111

粟井内科医院 ☎086-953-0617

5日㈫ 片山医院 ☎086-229-2166

長島病院 ☎086-952-1355

6日㈬ 桜が丘クリニック ☎955-8025

岩藤胃腸科外科歯科クリニック ☎086-952-1166

10日㈰ 赤磐医師会病院(小児科) ☎955-6688

佐伯北診療所 ☎954-2032

17日㈰ 越宗医院 ☎957-3035

間阪内科 ☎086-952-1717

24日㈰ 戸田小児科医院 ☎955-3121

景山医院 ☎995-2299

31日㈰ あかいわファミリークリニック ☎955-9251

さくら整形クリニック ☎995-9720

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については4月3日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（相談は無料で秘密は堅く守られます）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

5月8日㈮
13:00～16:00

桜が丘いきいき交流センター
講座室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
肥田　弘昭

5月20日㈬
10：00～15：00

吉井会館2階
視聴覚資料室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

5月13日㈬
13：00～16：00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

5月20日㈬
13：00～15：00

吉井会館2階
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

5／31日
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●5月の検診・定期救急講習など
1 金

2 土 ㊡桜が丘出張所

3 日 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

4 月 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

5 火 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

6 水 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

7 木

8 金 ★犯罪ゼロの日

9 土 ㊡桜が丘出張所

10 日 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 月  ㊡山陽郷土資料館

12 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

13 水  ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

14 木

15 金 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付9:45～10:30

16 土 ㊡桜が丘出張所

17 日

18 月 ㊡山陽郷土資料館

19 火 ⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

20 水
⃝2歳6か月児歯科健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所
★交通事故・交通違反ゼロの日

21 木

22 金

23 土 ㊡桜が丘出張所

24 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防署東出張所会議室） 9:00～12:00

25 月
  ㊡山陽郷土資料館

★交通安全日

26 火 ⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

27 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

28 木

29 金 ⃝母親学級（山陽保健センター） 受付9:30～10:00

30 土
㊡桜が丘出張所

★交通事故・交通違反ゼロの日

31 日

ライフ・カレンダー
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●5月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

屋 内 プ ー ル 屋 内 プ ー ル
10:00

▼
20:30

13:00

▼
20:30

10:00

▼
16:30

10:00

▼
12:00

14:00

▼
16:00

18:30

▼
20:30

1 金 ○ ○ ○ ○
2 土 ○ ○ ○ ○
3 日 ○ ○ ○
4 月 ○ ○ ○
5 火 ○ ○ ○
6 水 ○ ○ ○
7 木 休館日 休館日
8 金 ○ ○ ○ ○
9 土 ○ ○ ○ ○

10 日 ○ ○ ○
11 月 休館日 休館日
12 火 ○ ○ ○ ○
13 水 ○ ○ ○ ○
14 木 ○ ○ ○ ○
15 金 ○ ○ ○ ○
16 土 ○ ○ ○ ○
17 日 ○ ○ ○
18 月 休館日 休館日
19 火 ○ ○ ○ ○
20 水 ○ ○ ○ ○
21 木 ○ ○ ○ ○
22 金 ○ ○ ○ ○
23 土 ○ ○ ○ ○
24 日 ○ ○ ○
25 月 休館日 休館日
26 火 ○ ○ ○ ○
27 水 ○ ○ ○ ○
28 木 ○ ○ ○ ○
29 金 ○ ○ ○ ○
30 土 ○ ○ ○ ○
31 日 ○ ☆ ☆

○屋内プール一般開放　☆吉井B&G海洋センター無料開放

■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［プール］ 高校生以上400円、中学生以下200円

※市内在住で65歳以上の人、障害者手帳または療
育手帳をお持ちの人は利用料が半額になります。
受付へ証明書を提示してください。

　［トレーニングルーム］ 300円
※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心

者講習修了者に限ります。初心者講習は開館時間
内でいつでも受講できます。

◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［プール］ 高校生以上200円、中学生以下100円
　［トレーニングルーム］ 200円

※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。

５月２７日㈬は、
チャレンジデー!
無料開放します。
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■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○赤坂公民館 (町苅田507／☎957-2211)
○笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214)

パソコン講座

元気もりもり講座

もぐもぐ講座

公民館まつり

活　動　紹　介

公民館では、たくさんの楽しい講座を企画
して、皆さんのご参加をお待ちしています。

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

朝楽カフェ（エコカフェ）〈5回シリーズ〉
今、私たちにできること…。みんなと一緒にエコについ
て考えてみませんか？
■日時／5月21日㈭、28日㈭、6月11日㈭、18日㈭、25日㈭
　　　　午前9時30分～正午　
■内容
・視察…エコプラザあかいわ
・学ぶ…ワークショップ ものと心と食のエコ学習 ほか
・振り返り…ステップアップに向けて
■対象／一般　　■定員／30人
■参加費／500円（資料代など含む）〈全5回〉
■申込開始日／5月7日㈭

季節を楽しむ寄せ植え講座 ～和風の寄せ植え～
日本の庭作りの知恵を学び、すがすがしい和風の寄せ植
えを作ってみませんか。寄せ植え完成後は、バラも見ご
ろの熊山英国庭園園内を講師に案内いただき、庭のお
もむきの違いも楽しみましょう。
■日時／5月22日㈮　午前9時30分～正午
■場所／熊山英国庭園
■講師／武本　高三 さん
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／材料代実費（2,000円程度）
■持ち物／移植ごて、軍手、エプロン、タオル
■申込開始日／5月1日㈮

天文教室『宙の楽校（そらのがっこう）』2015

■日時／5月23日㈯、7月18日㈯、10月24日㈯、
　　　　11月21日㈯、平成28年3月26日㈯
　　　　午後7時～8時30分
■場所／竜天天文台公園
■指導／辰巳　直人 さん（天文指導員）
■対象／小学3年生～一般
■定員／20人程度
■参加費／各回100円
■申込開始日／5月1日㈮

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）
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公民館講座のご案内
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5月思い出作り教室 ～元気に友だちと遊ぼう～
子どもたちの放課後支援を目的に、遊びを通して思い
やりの心を学びます。
■日時／5月1日㈮～30日㈯　午後4時～5時
※火曜日、日曜日、祝日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般　　■定員／なし
■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

大人のためのピアノレッスン体験
初心者でも、ブランクのある人でも、大人のピアノレッ
スンを体験してみませんか。まずは、お試しを。お気軽
にご参加ください。
■日時／5月25日㈪　午後1時30分～3時
■講師／浦上　美穂 さん
■対象／一般　　■定員／10人
■参加費／無料　　■申込開始日／5月1日㈮

第54回ブルーシャトーコンサート
「リコーダーアンサンブル」
■日時／5月23日㈯
　　　　午後2時～3時（開場…午後1時30分）
■出演／御津リコーダークラブ＆ワクワクあかいわリ

コーダークラブ
■曲目／「君をのせて」「水上の音楽」「アメージンググレ

イス」「シチリアーナ」「人の望みの喜びよ」ほか
■対象／乳幼児～一般　　■入場料／無料
■申し込み／不要

そば打ち学校卒業一期生による「そば店」オープン　　
そば亭「やよい」
地域貢献を目的にそば打ちボランティアスタッフを養
成してきました。地域の皆さんのご要望により、2回目
の発表として、そばをご賞味いただくことにしました。
■日時／5月21日㈭　午前11時30分～午後1時
■定員／30人
■参加費／ざるそば400円（限定30食）
　　　　　※1人1食に限らせていただきます。
■申込開始日／5月7日㈭

チャレンジデーに参加しよう
公民館で一日健康スポーツを楽しみましょう。各公民館
で楽しい企画を予定しています。
■日時／5月27日㈬ 午前9時～午後5時
■場所／市内各公民館
■対象／幼児～一般　　■定員／なし
■参加費／無料　　■申し込み／不要

ものづくりワークショップ（シーズンⅡ）
第１回「身近な物を描いてみよう！」
市内在住の作家による丁寧な指導で、楽しくものづくり
について学びましょう。
■日時／5月31日㈰　午後1時30分～4時
■講師／山本　誠 さん（画家）
■対象／小学生以上（小学生は親子で参加）
■定員／20人　　■参加費／500円（材料代含む）
■持ち物／花や置物など描きたいもの、水彩画道具
■申込開始日／5月1日㈮
＜今後の予定＞
◦第2回 ： 8月ごろ「クレイアニメーションで遊ぼう」
◦第3回 ： 11月ごろ「クリスマスオーナメントづくり」
◦第4回 ： 1月ごろ「手づくりフェルト」

男の料理教室
■日時／5月9日㈯、7月18日㈯、9月19日㈯
　　　　午前10時～午後1時
■講師／小川　泰子 さん
■対象／一般
■定員／16人
■参加費／1,500円（全3回）
■申込開始日／5月1日㈮

マジック教室
■日時／5月16日㈯、30日㈯、6月6日㈯、20日㈯
　　　　午前10時～午後0時30分
■講師／有元　征夫 さん
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／1,500円（全4回）
■申込開始日／5月1日㈮

●各公民館

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●中央公民館 （下市337／☎955-0069）
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図書館通信
LIBRARY NEWS

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始／特別整理期間
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先が分かるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■5月の休館日

赤磐市内全図書館休館日●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

《標語》「本は キラキラ 万華鏡」 
　市内の図書館では、こどもの読書週間の期間中、よ
い絵本の展示を行います。お子さん
といっしょに、ぜひ手にとってみてく
ださい。絵本とのすばらしい出会い
があるはずです。
■期間／4月23日㈭～5月12日㈫

○	 第5７回こどもの読書週間

おすすめ

今
月
の

『パンどうぞ』
 ●彦坂  有紀 ・ もりと  いずみ／作
 ●講談社／出版

『こっちへおいで、あそぼうよ』
 ●ヴィクトリア・アドラー／ぶん
 ●デイヴィッド・ウォーカー／え
 ●福本  友美子／やく　●岩崎書店／出版

『なりたて中学生 初級編』
 ●ひこ・田中／著
 ●講談社／出版

『リリコは眠れない』
 ●高楼  方子／著
 ●あかね書房／出版

児童書

　「山んばばあと馬子どん」や「大きなたけ」など「絵
本岡山のむかしばなし」の原画を展示します。色鮮や
かな原画の世界をお楽しみください（昨年度とは違う
作品の展示になります）。
■日時／5月30日㈯～6月5日㈮
　　　　※ただし、１日（月・休館日）を除く
　　　　午前10時～午後6時（4日㈭は午後8時まで）
■場所／中央図書館 多目的ホール
■入場料／無料

○	 「岡山のむかしばなし」絵本原画展③

『ふるさと再生 日本の昔ばなし「三つの斧」 ほか』（69分）
　子どもたちの未来のために今だからこそ伝えたい、
私たちの住む日本の昔ばなし。「三つの斧」「猿の婿ど
の」「天狗と盗人」ほか、全9話を上映します。
■日時／5月16日㈯　午後2時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料　　■申し込み／不要

きらり☆しあたー：子ども版映画上映会

◆市内図書館で予約が多かった本のランキングです。
① 「フランス人は10着しか持たない」 ジェニファー・L.スコット／著
② 「サラバ！（上）」 西　加奈子／著
③ 「ナオミとカナコ」 奥田　英朗／著
④ 「サラバ！ （下）」 西　加奈子／著
⑤ 「悲嘆の門（上）」 宮部　みゆき／著
⑥ 「土漠の花」 月村　了衛／著
⑦ 「億男」 川村　元気／著
⑧ 「キャプテンサンダーボルト」 阿部　和重／著
⑨ 「21世紀の資本」 トマ・ピケティ／著
⑨ 「悲嘆の門（下）」 宮部　みゆき／著

赤磐市立図書館一般書予約ベスト

［書　名］ 
　絵本岡山のむかしばなし 5 「山んばばあと馬子どん」

［作家名］
　横田　建三

［出版社］
　山陽新聞社出版局

［書　名］ 
　絵本岡山のむかしばなし 6 「わらべうた こいのたきのぼり」

［作家名］
　松島　明

［出版社］
　山陽新聞社出版局
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「
出
前
講
座
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
市
職
員
（
保
健
師
、栄
養
士
な
ど
）
が
、

あ
な
た
の
と
こ
ろ
に
お
話
の
「
出
前
」
を
す
る
講
座

で
す
。
地
域
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
集
ま
り
、
学
校
・

会
社
の
研
修
な
ど
で
健
康
に
つ
い
て
手
軽
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
山
陽
地
域
…
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
７

・
赤
坂
地
域
…
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

・
熊
山
地
域
…
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
９
５
）１
２
９
３

・
吉
井
地
域
…
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
４
）１
３
７
４

い
き
い
き 

健
康
づ
く
り

出
前
講
座 

● ご 利 用 案 内 ●
申し込み
できるのは？ 市内在住・在勤・在学の人で、原則10人程度のグループ。

開催時間 原則、平日の午前9時から午後5時までの間で、30分から1時間程度。
それ以外の日時を希望する場合は、事前にご相談ください。

会　場 市内とし、会場の確保や準備、会場使用料・運営費の負担、当日の受付・進行などは全て
皆さんでお願いします。

講師料 講師料は無料です。

申し込み方法 講座開催希望日の1カ月前までに、上記の申し込み先までご連絡ください。

申込書 担当課でお渡しします。市ホームページからもダウンロードできます。

● 出前講座一覧 ●
種類 番号 テ ー マ 内　　　　　容

子
ど
も
の
健
康

① こんなときどうする？
上手な病院のかかり方

体調が悪くなったらどうしたらいい？ 体調不良時の対応と上手
な病院へのかかり方についてのお話。

② これってしつけ？ 虐待？
子どもへの関わり方のポイント

子育てをつらく感じたり、イライラしてつい怒ってしまったりす
ることはりませんか？ 育児を楽しむためのお子さんへの関わ
り方のお話。

③ 幸せママになるためのヒント
自己尊重トレーニング

自分をあるがままに受け入れ、大切にできる、自分を好きと思
える…。そんな「幸せママ」になるためのお話。

大
人
の
健
康

④ 食事から始まる健康生活 バランスのいい食事って？ うちの味付け濃いの？薄いの？ 健
康づくりは毎日の食事からというお話。

⑤ 血管を若く保とう！ 脳卒中や心筋梗塞は、血管の動脈硬化が原因です。血管の老
化を防止するためのお話。

⑥ 女性をキラリと光らせるヒント 女性特有の悩みについて解決方法をご提案します。いつまで
も若く美しくというお話。

⑦ ストレスを解消しましょう！ なにかとストレスの多い日常。こころを健康に保つ秘訣につい
てのお話。

市
職
員（
保
健
師・栄
養
士
な
ど
）が
お
話
を
出
前
し
ま
す

笑顔は健康から！
元気の出るお話を

聞いてみませんか？
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６
月
か
ら
が
ん
検
診
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

集
団
検
診
の
日
程
や
検
診
会
場
、
受
付
時
間
、
自
己
負

担
額
な
ど
は
今
月
号
の
広
報
あ
か
い
わ
に
折
り
込
ん
で
あ

る
「
け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
個
別

検
診
の
委
託
医
療
機
関
な
ど
に
つ
い
て
は
広
報
あ
か
い
わ

６
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

受
診
票
兼
問
診
票
は
、
過
去
２
年
間
の
う
ち
に
１
度
で

も
市
の
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
人
に
は
、
５
月
末
に
個
別

郵
送
し
ま
す
。

　

受
診
票
兼
問
診
票
が
届
い
て
い
な
い
人
で
も
、
検
診
対

象
の
条
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
受
診
で
き
ま
す
。
事
前
に
担

当
課
窓
口
へ
申
し
出
い
た
だ
く
か
、
直
接
集
団

検
診
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
７

◦
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

◦
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
９
５
）１
２
９
３

◦
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
４
）１
３
７
４

が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

平成27年度 各種検診の内容および自己負担額一覧
検診名 対象年齢 実施時期 検診の種類 検診料金 検診内容

胃がん検診 40歳以上
10月～11月 集団

40～69歳 1,300円

胃部レントゲン撮影
70歳以上 400円

6月～12月 個別
40～69歳 3,290円
70歳以上 1,100円

大腸がん検診 40歳以上 9月 集団
40～69歳 300円

便潜血反応検査（2日分）
70歳以上 100円

肺がん検診 40歳以上
9月～10月

集団 40歳以上 0円 胸部レントゲン撮影

集団
40～69歳 800円

喀
か く た ん

痰検査
70歳以上 300円

結核検診 65歳以上 集団 65歳以上 0円 胸部レントゲン撮影

子宮頸がん検診 20歳以上の 
女性

6月～7月 集団
20～69歳 1,200円

視診、内診
子宮頸部細胞診

70歳以上 400円

6月～12月 個別
20～69歳 2,160円
70歳以上 700円

乳
が
ん
検
診

視触診 30歳以上の 
女性

7月～8月 集団
30～69歳 600円

視診、触診
70歳以上 200円

6月～12月 個別
30～69歳 900円
70歳以上 300円

マンモグラフィ
40歳以上の 

女性

8月～9月 集団
40～49歳 1,800円

乳房のレントゲン撮影《40歳代は
2方向、50歳以上は1方向》
※市で実施する視触診（平成27

年度）を受診した人が対象です。

50～69歳 1,100円
70歳以上 400円

6月～12月 個別
40～49歳 1,400円
50～69歳 1,300円
70歳以上 500円

視触診と 
マンモグラフィ 6月～12月 個別

40～49歳 2,200円 視診、触診
乳房のレントゲン撮影《40歳代は
2方向、50歳以上は1方向》

50～69歳 2,100円
70歳以上 700円

前立腺がん検診 50歳以上の 
男性 10月～11月 集団

50～69歳 600円
血液検査（ＰＳＡ値測定）

70歳以上 200円

肝炎ウイルス検査

40歳以上70歳以
下の人でこの検
査を受けたことの
ない人

10月～11月 集団
40～69歳 600円

血液検査（ＨＣＶ抗体・ＨＢｓ抗原）

70歳 200円

6月～12月 個別

40～69歳

特定健診併用 
1,400円
肝炎単独 
2,500円

70歳

特定健診併用 
500円

肝炎単独 
800円
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肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

に
は
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど

の
感
染
症
を
予
防
し
、
重
症
化
を
予

防
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者

や
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
は
、
定
期
の

予
防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、

対
象
外
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
市
内
の
医
療
機

関
は
、
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
県
内
相
互
乗
り
入
れ
予
防
接

種
協
力
医
療
機
関
で
も
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
担
当
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
予
防
接
種
対
象
者

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
27
年

度
に
表
２
の
年
齢
に
な
る
人

②
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
、
腎
臓

も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
障
害
が
あ
る
人

高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
に
つ
い
て

■
接
種
回
数
／
１
回

■
接
種
期
間
／
４
月
１
日
～
平
成
28

年
３
月
31
日

■
自
己
負
担
額
／
３
２
０
０
円
（
生

活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
で
接
種

で
き
ま
す
が
、
事
前
に
申
請
が
必

要
で
す
）

■
持
参
品

・
健
康
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
医
療
機

関
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
対
象
者
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、

医
師
の
診
断
書
や
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
、
対
象
者
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
を
医
療
機
関
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
７

・
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

・
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
９
５
）１
２
９
３

・
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
４
）１
３
７
４

表１ : 高齢者肺炎球菌予防接種協力医療機関一覧
　　　 （予約が必要な場合がありますので、事前に医療機関にお尋ねください）

医療機関名 所在地 電話番号
赤磐医師会病院 下市187-1 955-6688

あかいわファミリークリニック 河本1143 955-9251

うえの内科小児科医院 桜が丘西4-1-11 956-0505

おおくま皮ふ科医院 岩田3-1 955-8812

梶原内科医院 桜が丘西7-15-31 955-3750

小坂内科医院 山陽4-13-3 955-3344

桜が丘クリニック 桜が丘西6-3-13 955-8025

山陽クリニック 上市141 955-7111

戸田小児科医院 山陽7-4-2 955-3121

ふよう内科クリニック 西中1188-1 955-7110

マスカット整形外科医院 穂崎851-1 086-229-2611

山本クリニック 五日市245-4 955-8868

吉井医院 山陽1-4-6 955-5515

越宗医院 西窪田523-1 957-3035

桜井内科 山口160-3 957-3012

戸川クリニック 西軽部211-1 957-3057

道満医院 町苅田920 957-2111

森医院 惣分28 957-2400

熊山診療所 松木621-4 995-1251

景山医院 河田原1-4 995-2299

さくら整形クリニック 桜が丘東4-4-471 995-9720

是里診療所 是里3121-1 954-0183

佐伯北診療所 塩木14 954-2032

森医院仁美診療所 仁堀中1684-1 958-2011

森クリニック 周匝728-1 954-4747

米井医院 周匝1452-1 954-0550

表２ : 平成27年度高齢者肺炎球菌予防接種対象者
　　　 （平成27年度に下記の年齢になる人）

年齢 生年月日

65歳 昭和25年4月2日～昭和26年4月1日

70歳 昭和20年4月2日～昭和21年4月1日

75歳 昭和15年4月2日～昭和16年4月1日

80歳 昭和10年4月2日～昭和11年4月1日

85歳 昭和 5年4月2日～昭和 6年4月1日

90歳 大正14年4月2日～大正15年4月1日

95歳 大正 9年4月2日～大正10年4月1日

100歳 大正 4年4月2日～大正 5年4月1日
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◆
事
業
計
画
の
改
定
に
あ
た
っ
て

 　

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
３
年
ご
と
に

見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

今
回
の
見
直
し
は
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
を
計
画
期
間
と
し
て
策
定
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
３
年
間
の
事
業
の
見
込
み
量
に
つ

い
て
、
認
定
者
数
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
、

介
護
給
付
費
な
ど
の
過
去
の
実
績
か
ら
算

定
し
た
と
こ
ろ
、
ま
す
ま
す
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
市
で
は
「
第
６

期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
28
・
29
年
度

に
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
事
業
所

整
備
を
行
う
な
ど
サ
ー
ビ
ス
提
供
量
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

◆
介
護
保
険
の
財
源
お
よ
び
保
険
料

　

介
護
保
険
の
財
源
は
、
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
）
が
全
体
の
22
㌫
、
第
２

号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
）

が
28
㌫
、
公
費
（
国
・
県
・
市
）
が
50
㌫

を
負
担
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
の 

介
護
保
険

　

高
齢
化
が
進
み
、
要
介
護
認
定
者
・
介
護

給
付
費
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
26
年
度
ま
で
と
比
べ

て
介
護
保
険
料
額
が
増
大
し
て
い
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
保
険
料
の
納
め
方

 

①
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人
は
年
金

か
ら
の
天
引
き
に
な
り
ま
す
。
４
・
６
・
８

月
期
の
仮
徴
収
、
10
・
12
・
翌
年
２
月
の

本
算
定
徴
収
の
計
６
回
で
天
引
き
し
ま
す
。

仮
徴
収
額
と
本
算
定
徴
収
額
の
差
が
大
き

い
場
合
は
８
月
分
の
金
額
を
増
減
し
て
調

整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
普
通
徴
収
（
納
付
書
納
付
ま
た
は
口
座
振
替
）

　

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
、
65
歳

に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
、
他
の
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
人
、
介
護
保
険
料
の
更
正
が

あ
っ
た
人
、
年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ

た
人
は
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
10
期

に
分
け
て
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
の

納
付
と
な
り
ま
す
。

　

高
齢
社
会
に
お
け
る
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
の
介
護
保
険
制
度
も
施
行
か
ら
15

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
介
護
基
盤
が
充
実
す
る
一
方
で
、
今
後
も
高
齢
化
は
進
み
、
支
援
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
の
大
幅
な
増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
今
後
、
中
長
期
的
視
点
を

持
っ
て
制
度
の
持
続
性
を
確
保
し
つ
つ
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包

括
的
に
確
保
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
充
実
を
は
か
り
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

保　険　料　50㌫ 公　費　50㌫

＋ サービス利用者の
自己負担金65歳以上の人の

保険料 22㌫
40歳以上65歳未満の

人の保険料 28㌫
国・県・市の負担金

50㌫

■介護保険の財源

平成27～29年度までの
介護サービスの総給付費

＋地域支援事業費
× 65歳以上の人の

負担割合（22㌫） ÷ 65歳以上の
人の数 ＝

平成27～29年度
介護保険料の基準額
69,600円（年額）

■平成27年度からの介護保険料

3,500,000

4,000,000

4,500,000

5,000,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

3,941,784

4,179,408

4,565,719

2,362

2,488

2,677

2,000

2,500

3,000
（千円） （人）

■介護給付費・地域支援事業費見込み額 ■要介護認定者数の見込み
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平
成
27
年
度
か
ら
の

介
護
保
険
制
度
の
主
な
変
更
点

 

◎
平
成
27
年
４
月
か
ら 

︱

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
規
入
所

対
象
者
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
対
象
者

は
こ
れ
ま
で
、
要
介
護
１
以
上
の
人
で
し

た
が
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
は
、
原
則
要

介
護
３
以
上
の
人
と
な
り
ま
し
た
（
居
宅

で
の
日
常
生
活
が
困
難
な
場
合
、
特
例
あ

り
）。

◎
平
成
27
年
８
月
か
ら 

︱

▼
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
人
は
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
負
担
が
「
２
割
」

に
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
は

こ
れ
ま
で
一
律
１
割
で
し
た
が
、
一
定
以

上
の
所
得
（
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
１

６
０
万
円
以
上
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
同
一

世
帯
の
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の

人
）
の
年
金
収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得

金
額
が
、
単
身
で
２
８
０
万
円
以
上
、
２

人
以
上
世
帯
で
３
４
６
万
円
以
上
）
の
人

が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
は
、
２
割
負

担
に
な
り
ま
す
。

※
介
護
の
認
定
を
受
け
た
人
全
員
に
、
７

月
末
ま
で
に
、
負
担
割
合
（
１
割
ま
た

は
２
割
）
が
記
載
さ
れ
た
「
介
護
保
険

負
担
割
合
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
負
担
限
度
額
認
定
の
対
象
要
件
が
見

直
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

や
、
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を

利
用
し
て
い
る
人
で
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
人
は
、
申
請
に
よ
り
食
費
・

居
住
費
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成

27
年
８
月
か
ら
、
世
帯
分
離
し
て
い
る
配

偶
者
が
市
民
税
課
税
者
で
あ
れ
ば
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
対
象
者
で
あ
っ

て
も
課
税
世
帯
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
申
請
時
に
預
貯
金
な
ど
に
つ

い
て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
、
単
身
世
帯

の
場
合
は
１
千
万
円
以
下
、
夫
婦
の
場
合

は
合
計
で
２
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
の

要
件
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

▼
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
１
カ
月
の
自
己
負

担
額
の
上
限
額
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
「
一
般
世
帯
」区
分（
負
担
上
限
額
３
７
，

２
０
０
円
）
が
、「
一
般
世
帯
」（
負
担
上

限
額
３
７
，
２
０
０
円
）
と
「
現
役
並
み

所
得
者
」（
負
担
上
限
額
４
４
，４
０
０
円
）

に
区
分
さ
れ
ま
す
。「
現
役
並
み
所
得
者
」

と
は
、
同
一
世
帯
内
に
課
税
所
得
１
４
５

万
円
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
が
い
て
、

収
入
が
第
１
号
被
保
険
者
１
人
の
場
合
３

８
３
万
円
以
上
、
２
人
以
上
の
場
合
は
合

計
で
５
２
０
万
円
以
上
あ
る
こ
と
を
指
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
介
護
保
険
課

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
６

■平成27年度からの介護保険料段階と保険料額一覧表

段階 対象者 保険料（年額） 調整率

第1段階
生活保護受給者の人と市民税世帯非課税で老齢福祉年金受給者
の人および市民税世帯非課税で前年の課税年金収入額と合計所
得金額の合計が80万円以下の人

31,400円 基準額×0.45

第2段階 市民税世帯非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合
計が80万円を超え120万円以下の人 52,200円 基準額×0.75

第3段階 市民税世帯非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合
計が120万円を超える人 52,200円 基準額×0.75

第4段階 世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で
前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の人 62,700円 基準額×0.90

第5段階
世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税
で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超
える人

69,600円 基準額

第6段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が120万円未満の人 83,600円 基準額×1.20

第7段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が120万円以上で190

万円未満の人 90,500円 基準額×1.30

第8段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が190万円以上で290

万円未満の人 104,400円 基準額×1.50

第9段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が290万円以上で400

万円未満の人 111,400円 基準額×1.60

第10段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が400万円以上で600

万円未満の人 118,400円 基準額×1.70

第11段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が600万円以上の人 125,300円 基準額×1.80
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対 象
コード

特定受給資格者 11・12・21・22・31・32
特定理由離職者 23・33・34

　2月8日執行の赤磐市農業委員会委員選挙は無投票で25
人が当選しました。また、赤磐市議会と岡山東農協からの推
薦で5人が選任されました。
　赤磐市農業委員会は以上の30人で構成され、今後３年間
にわたって農地法に基づく農地の権利移動や転用など、赤
磐市の農業振興に従事します。
■農業委員〈敬称略〉
◇第1選挙区当選者…山本雅堂（和田）、阿部克己（岩田）、

藤原延興（下市）、片山毅（斎富）、塩見眞澄（正崎）、簾長
勇（津崎）、黒崎明（西中）、葛城武彦（下仁保）

◇第2選挙区当選者…重松積（東窪田）、是友英一（東軽
部）、近江勲（今井）、淵本弘道（坂辺）、松田眞（惣分）

◇第3選挙区当選者…金光文江（野間）、行本重道（殿谷）、
栗原敏彦（稗田）、山本美津恵（沢原）、藤原榮一（吉原）、
村田守（勢力）

◇第4選挙区当選者…小原始（福田）、岡本忠司（黒本）、勝
浦賀名恵（是里）、今井田晴夫（光木）、森末楯城（戸津
野）、杉本宏正（広戸）

◇赤磐市議会推薦…東本征夫（日古木）、岡村弘子（西窪
田）、小引美次（松木）、岡森裕幸（周匝）

◇岡山東農協推薦…大橋まり子（可真下）
■問い合わせ先
　・本庁農林課　☎955-6174

　給水装置工事や排水設備工事を行う業者として、市の指
定を受けようとする事業者の指定申請（給水装置は新規、排
水設備は新規と更新）を下記のとおり受け付けます。
■受付期間　6月１日㈪～30日㈫
■問い合わせ・申請受付先
　・本庁上下水道課管理班　☎955-2942

　市では、子ども・子育て支援事業計画を策定しました。この
計画は、子ども・子育て支援法に基づき、平成27年度を初年
度とし５年間を計画期間として策定しています。すべての子
どもと子育て家庭を支援するとともに、地域社会が一体となっ
て子ども・子育てを推進するための計画です。この計画は市
ホームページか本庁子育て支援課、各支所健康福祉課でご
覧になれます。
■問い合わせ先
　・本 庁 子 育て支 援 課　☎955-2635
　・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
　・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
　・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

　解雇や倒産など事業主の都合による失業者を対象とした
国民健康保険税の軽減制度があります。この制度を受ける
には、届け出が必要です。
■軽減制度の内容
　国民健康保険税は前年の所得などにより算定されます。
軽減制度は、国民健康保険税を計算する際に、失業者本人
の前年の給与所得を30/100とみなして計算します。
■対象期間
　離職日の翌日からその翌年度末まで、または国民健康保
険の資格喪失まで
■対象となる人
　次のすべての項目に当てはまる人が対象となります。

①離職日の時点で65歳未満の人
②平成21年３月31日以降に離職した人
③雇用保険の特定受給資格者（倒産・解雇などによる離

職）、または特定理由離職者（雇い止めなどによる離職）
※特定受給資格者・特定理由離職者とは…雇用保険受

給資格者証の第1面「離職理由」欄、または「離職年月
日理由」欄に下記のコードが記載されている人

■必要書類など
・雇用保険受給資格者証
・印鑑　　・該当者の保険証

■問い合わせ・申し込み先
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
　・赤 坂 支 所 市 民 生 活 課　☎957-2222
　・熊 山 支 所 市 民 生 活 課　☎995-1214
　・吉 井 支 所 市 民 生 活 課　☎954-1183

　市では、第４期障害福祉計画を策定しました。この計画は、
障害者の日常生活および社会生活を総合的に支援するため
の法律に基づき、平成27年度から平成29年度までの障害福
祉サービスなどの必要量および必要量確保のための方策な
どを定める計画です。この計画は市ホームページか本庁社
会福祉課、各支所健康福祉課でご覧になれます。
■問い合わせ先
　・本 庁 社 会 福 祉 課　☎955-1115
　・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
　・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
　・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

第4期赤磐市障害福祉計画を策定

市指定給水装置工事事業者と
下水道排水設備工事店の指定申請

ご存じですか？
解雇などの国民健康保険税軽減制度 新しい農業委員が決定

赤磐市子ども・子育て支援事業計画を策定
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　身体･精神に障害のある人が通学･通院･通所･生業のた
めに使用する軽自動車については、その障害の等級により軽
自動車税が減免されます（ただし、自動車税を減免されてい
る人は軽自動車税の減免を申請することはできません）。
　該当者は、納税通知書到着後、担当課で手続きを行ってく
ださい。
■減免対象者

・軽自動車を所有する人で身体障害者手帳または精神
障害者保健福祉手帳などを持っている人（等級によっ
ては該当にならないこともあります）

・身体障害者などと生計を一にしている人で軽自動車を
常時介護に使用している人（ただし、車の所有者は原
則身体障害者など本人）

■申請期限　６月１日㈪
■申請に必要なもの

・平成27年度軽自動車税納税通知書
・印鑑　　・運転免許証
・身体障害者手帳または精神障害者手帳など
・車検証（車検がある車）
※平成26年度に軽自動車税の減免を受けている人で、車の変更

が無い場合は申請不要です。車を変更した人は、変更後の車で
申請が必要です。そのほかご不明な点はおたずねください。

■問い合わせ・申請先
・本庁税務課市民税班　☎955-0951
・赤坂支所市民生活課　☎957-2226
・熊山支所市民生活課　☎995-1214
・吉井支所市民生活課　☎954-1183

■募集団地
①団地名／東窪田（東窪田351）
　▶戸数／１戸　　▶規格／３ＤＫ
　▶家賃月額（入居時）／17,900円～26,700円
②団地名／仁堀（仁堀中745）
　▶戸数／１戸　　▶規格／３ＤＫ
　▶家賃月額（入居時）／17,000円～25,300円
■募集期間　5月1日㈮～14日㈭
■申込方法　入居申し込みは本人または家族の人が①に

ついては赤坂支所産業建設課へ、②については吉井支
所産業建設課へ、それぞれ直接申し込んでください。

　※申し込み多数の場合は抽選となります。
■問い合わせ・申し込み先
　・①について…赤坂支所産業建設課　☎957-4824
　・②について…吉井支所産業建設課　☎954-1366
■入居要件全般に関する問い合わせ先
　・本 庁 都 市 計 画 課　☎955-1485
　・熊山支所産業建設課　☎995-1217

　平成27年度固定資産税の評価替えで、桜が丘東地区の
宅地の評価方法を標準地比準方式から路線価方式へ変更
しました。
　路線価方式とは標準宅地を設定し、主要な街路およびそ
の他の街路に路線価を付け、その路線価を基にしてそれぞ
れの宅地の状況（間口、奥行、形状など）により評価額を算定
する評価方法です。
　主要な街路の路線価は標準宅地の地価公示価格や鑑定
価格などを基に算出し、その他の街路の路線価は主要な街
路の路線価を基に、道路の幅や舗装の有無、行き止まりかど
うか、公共施設への距離などに応じて算出します。
　路線価方式は市街化的な形態をしている地域に適用され
る評価方法で、導入することにより各宅地の個別要因を反映
した、きめ細かい評価を行うことができます。赤磐市では山陽
地区および桜が丘西地区ですでに導入されています。
　新しい評価額は５月中旬に発送する納税通知書に同封し
ている課税明細で確認することができます。また、本庁税務
課、各支所市民生活課の窓口で課税台帳の閲覧をすること
もできます。閲覧は６月１日までは無料、６月２日以降は閲覧手
数料300円が必要となります。
■問い合わせ先
　・本庁税務課資産税班　☎955-0952

　市では、３月６日に３人の
新規就農者に奨励金を贈呈
しました。平成26年度の対
象者は、近藤真二さん（水稲
栽培）、岡田唯樹さん（ナス
栽培）、塚本護さん（桃、ブド
ウ等の果樹栽培）です。３人とも農業に対する大きな展望を
もっていて、今後も地域農業の発展の中核となることが期待
されます。
■問い合わせ先
　・本庁農林課　☎955-6174

　市では、識見者の監査委員に議会
の同意を得て藤原光利さん（長尾）を
任命（再任）しました。委員の任期は４月
１日から４年間です。
■問い合わせ先
　・監査事務局　☎955-1014

平成27年度軽自動車税減免申請

赤磐市営住宅公募のご案内

桜が丘東地区を路線価方式で評価します

新規就農者に奨励金

監査委員に藤原光利さんを再任
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旧　　　職 氏　名

総合政策部　部長 池本　耕治

市民生活部　部長　 小坂　孝男

市民生活部　参与　 藤井　清人

会計管理者　 中川　靖朗

熊山支所　支所長　 山田　長俊

吉井支所　支所長　 楢原　哲哉

教育委員会　学校教育課　課長　兼
適応指導教室　室長　〈県に復帰〉 坪井　秀樹

教育委員会　中央図書館　参事　 皿井　精二

教育委員会　吉井公民館　館長　兼
吉井図書館　館長　兼
吉井生涯学習センター　所長　兼
教育委員会　吉井分室　分室長

湯本　篤志

保健福祉部　軽部保育園　園長　 西岡多津子

保健福祉部　周匝保育園　園長　 松本　　緑

保健福祉部　佐伯北保育園　園長　兼
仁美保育園　園長 赤堀　波子

●退職・退任者
旧　　　職 氏　名

消防本部　消防総務課　課長補佐 岡崎　恵子

消防本部　予防課　課長補佐 岡村　泰秀

建設事業部　上下水道課　主幹　 枝松　純子

教育委員会　桜が丘幼稚園　園長補佐　 中溝　恭子

教育委員会　山陽西幼稚園　園長補佐　 高角　範子

消防本部　通信指令室　主査 藤本　秀文

赤坂支所　健康福祉課　保健師　 野本　明里

教育委員会　桜が丘幼稚園　教諭　 島岡　陽子

保健福祉部　周匝保育園　保育士　 久保津麻衣子

保健福祉部　佐伯北診療所　主任看護師　 福田　悦子

教育委員会　中央学校給食センター　主任調理員　 内田　道子

教育委員会　東学校給食センター　主任調理員　 橋本　信子

市民生活部　環境課　赤磐市環境センター　技術員 竹内　元美

総合政策部　秘書企画課　主事〈再任用〉 宮岡　秀樹

市民生活部　市民課　主事〈再任用〉 鶴海　恵子

赤坂支所　健康福祉課　主事〈再任用〉　 林　　哲久

職　　　名 氏　名

総合政策部　部長〈県から派遣〉 原田　昌樹

産業振興部　政策監（農業戦略担当）
〈農林水産省から派遣〉 中村　昌孝

教育委員会　学校教育課　参事〈県から派遣〉 松井　啓子

総合政策部　秘書企画課　主事補 岡﨑　裕樹

総務部　総務課　主事補 福田　拓哉

財務部　財政課　主事補　 高井　沙織

財務部　税務課　主事補 小西　弘之

保健福祉部　介護保険課　主事補 堀　友希乃

保健福祉部　子育て支援課　主事補 廣政　由香

教育委員会　教育総務課　主事補 岡本　真奈

保健福祉部　石相保育園　保育士　 平山　裕実

保健福祉部　笹岡保育園　保育士　 後藤　愛実

保健福祉部　周匝保育園　保育士　 矢部　紋加

教育委員会　山陽幼稚園　教諭　 阪本　耕太

教育委員会　いわなし幼稚園　教諭　 石原　愛美

教育委員会　桜が丘幼稚園　教諭　 江田真奈美

●新規採用
職　　　名 氏　名

消防総務課　消防士 高見　宣毅

消防総務課　消防士 内田　和宏

消防総務課　消防士 長島　一斗

保健福祉部　健康増進課　主事〈任期付〉 三村ゆかり

産業振興部　農林課　主事〈任期付〉 松嶋　秀行

建設事業部　建設課　主事〈任期付〉 應本　雅夫

総合政策部　秘書企画課　主事〈再任用〉 中川　靖朗

総務部　くらし安全課　主事〈再任用〉 小坂　孝男

市民生活部　環境課　赤磐市環境センター　技術員〈再任用〉 竹内　元美

保健福祉部　周匝保育園　保育士〈再任用〉 松本　　緑

教育委員会　東学校給食センター　調理員〈再任用〉 内田　道子

教育委員会　東学校給食センター　調理員〈再任用〉 橋本　信子

教育委員会　中央図書館　主事〈再任用〉 湯本　篤志

消防本部　消防総務課　主事〈再任用〉 岡崎　恵子
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市役所の

●4月1日付け部長・課長・園長級異動 （ ■は部長級 ）
部　名 課　名 職　　　名 氏　名 前　　職

総合政策部

部長 原田　昌樹 県から派遣　
参与　兼
秘書企画課　課長事務取扱　 徳光　哲也 総合政策部　秘書企画課　課長　

参与（青少年健全育成・事業推進担当） 小寺　康生 総合政策部　参与

総務部
部長 馬場　広行 産業振興部　部長
参与 岡本　衛典 総務部　部長

くらし安全課 課長 歳森　正年 赤坂支所　市民生活課　課長

財務部

財政課 課長 藤原　義昭 財務部　税務課　課長　
管財課 課長 高橋　浩一 赤坂支所　産業建設課　課長　
税務課 課長 末本　勝則 財務部　管財課　課長　
管財課 参事 溝口　　誠 建設事業部　参事　

市民生活部
部長 新本　和代 市民生活部　協働推進課　課長　

協働推進課 課長 青井　陽子 赤坂支所　健康福祉課　課長

保健福祉部

参与（医療推進担当） 岩本　武明 保健福祉部　健康増進課　課長　
健康増進課 課長 谷名菜穂子 保健福祉部　健康増進課　副参事　
介護保険課 参事 平松　美恵 保健福祉部　介護保険課　副参事　
軽部保育園 園長 万道　志保 保健福祉部　石相保育園　園長補佐　
笹岡保育園 園長 高田　牧子 保健福祉部　仁美保育園　園長補佐　
周匝保育園 園長 木原美智子 保健福祉部　周匝保育園　園長補佐　

佐伯北保育園 園長　兼
仁美保育園　園長 前田　信美 保健福祉部　笹岡保育園　園長　

産業振興部

部長 奥田　吉男 産業振興部　商工観光課　課長　兼
産業会館　館長

政策監（農業戦略担当） 中村　昌孝 農林水産省から派遣

商工観光課 課長　兼
産業会館　館長 矢部　恭英 産業振興部　商工観光課　副参事

建設事業部
部長 水原　昌彦 総務部　くらし安全課　課長　兼

総務部　次長事務代理
参与　兼
上下水道課　課長事務取扱 岩本　良彦 熊山支所　産業建設課　課長　

会　　計　　管　　理　　者 直原　　平 財務部　財政課　課長　

赤坂支所

支所長　兼
市民生活課　課長事務取扱 正好　尚昭 赤坂支所　支所長

健康福祉課 課長 長田　忠芳 吉井支所　市民生活課　課長　兼
仁堀出張所　所長

産業建設課 課長 歳森　信明 財務部　税務課　副参事

熊山支所
支所長　兼
市民生活部　参与（環境施設担当） 田中　富夫 建設事業部　部長　

産業建設課 課長 是松　　誠 建設事業部　建設課　参事　

吉井支所
支所長　兼
市民生活課　課長事務取扱　兼
仁堀出張所　所長事務取扱

荒島　正弘 建設事業部　上下水道課　課長　

教育委員会
学校教育課 課長　兼

適応指導教室　室長 石原　順子 教育委員会　学校教育課　参事

学校教育課 参事 松井　啓子 県から派遣

消防本部
次長　兼
警防課　課長事務取扱　兼
通信指令室　室長事務取扱

黒沢　仁志 消防本部　警防課　課長　兼
通信指令室　室長

人事異動
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市職員給与・定員管理  の状況
④特殊勤務手当（平成26年4月1日現在）

区　　　　　　分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成25年度） 22.3㌫

支給対象職員１人当たり平均支給年額
（平成25年度決算） 217千円

手当の種類（手当数） 10

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

防疫等作業手当 防疫作業従事職員 感染症の防疫業務

ごみ処理手当 ごみ処理作業従事職員 ごみの処理業務

放射線業務手当 診療放射線技師 放射線を照射する業務

医師業務手当 医　　師 医師の業務

検査業務手当 臨床検査技師 検査の業務

夜間看護業務手当 看護師・准看護師 深夜の看護などの業務

訪問看護ステーション
業務手当

訪問看護ステーション
勤務職員

自宅などで
待機する場合

出動手当 消防職員 救急救助、火災など
への出動業務

夜間通信勤務手当 消防職員 夜間の通信業務

高所作業手当 消防職員 高所での訓練、
消防活動業務

⑤その他（平成26年4月1日現在）

扶養手当

区　　分 月　　額

配偶者 13,000円

配偶者以外の
扶養者

6,500円（配偶者がな
い場合、うち1人につ
いては月額11,000円）

満16歳の年度
初めから満22歳の
年度末までの子

5,000円加算
／１人につき

住居手当
借家（月額12,000円を超える家賃を支払っ
ている場合、家賃の月額により）支給限度
額月額27,000円

通勤手当

交通機関
利用職員

定期代の月額
（支給単位期間に基づく）

支給限度額 55,000円

交通用具
利用職員

通勤距離区分により支給
（月額2,400円～31,600円）

※赤磐市職員の給与に関する条例の改正後の額です。

9） 特別職の報酬などの状況（平成26年4月1日現在）

区　　分 給料・報酬月額
※期末手当支給割合

6月期 12月期 計

給  

料

市　長 890,000円 1.425
月分

1.525
月分

2.95
月分副市長 700,000円

報  
酬

議　長 455,000円
1.6

月分
1.75月

分
3.35
月分副議長 380,000円

議　員 350,000円

※実支給割合は､市長､副市長の場合､上記率に140/100を、議長､副
　議長､議員の場合、115/100を乗じて得た割合となります｡

10） 定員〔部門別職員数〕の状況（各年4月1日現在）

区　　分
職員数（人） 対前年

増減数 主な増減理由平成
26年

平成
25年

一
　
般
　
行
　
政

議　会 5 5 0
総　務 90 93 △3 業務見直し
税　務 19 19 0
民　生 60 58 2 福祉部門の業務増

衛　生 53 45 8 和気北部衛生施設組合
の解散に伴う業務増

労　働 0
農　水 22 23 △1 業務見直し
商　工 9 8 1 企業誘致業務の強化
土　木 22 22 0
小　計 280 273 7

教　　　育 105 109 △4 山陽ふれあい公園の指
定管理者制度導入

消　　　防 81 84 △3 消防力確保に係る調整

公
営
企
業
等

病　院 31 47 △16 病院事業の診療所化に
伴う配置換え

水　道 8 10 △2 業務見直し
下水道 8 7 1 業務増加

その他 28 25 3 訪問看護ステーションの
新設

小　計 75 89 △14
合　　　計 541 555 △14

※職員とは､一般職の職員をいい休職者･派遣職員を含み臨時･非常
　勤職員を除きます。
※職種等の計上方法が異なるため、他表の職員数と差を生じる場合が
　あります。

市職員の給与は､給与条例などの審議を通じ､また予算書や決
算書において公表していますが､市民の皆さんに､より一層のご
理解をいただくため､その状況についてお知らせします。
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市職員給与・定員管理  の状況
1） 人件費の状況（平成25年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

〈参考〉
平成24年度の
人件費率

（平成26年1月1日）

44,984人
千円

22,419,001
千円

3,865,802 17.2㌫ 19.8㌫

※人件費には、議員、首長などの報酬、給料などが含まれています。

2） 職員給与費の状況（平成25年度普通会計決算）

職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 １人当たり
給与費

（B/A）給　料 職員手当
（期末・勤勉除）

期末･勤勉
手当 計（B）

465人 千円
1,666,520

千円

257,933
千円

611,117
千円

2,535,570
千円

5,453
※職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などです。

3） 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成26年4月1日現在）
区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
赤磐市 327,400円 43.8歳

国 335,000円 43.5歳

4） 職員の初任給の状況（平成26年4月1日現在）
区　　　分 赤磐市 国

一般行政職
大学卒 174,200円 174,200円

高校卒 142,100円 142,100円
※赤磐市職員の給与に関する条例の改正後の額です。

5） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成26年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 250,400円 292,220円 348,467円

高校卒 − − 295,467円

6） 一般行政職の給与水準の状況

ラスパイレス指数 95.8
（平成26年4月1日現在）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方
　公務員の給与水準を示す指数です。

7） 一般行政職の職務分類別職員数の状況（平成26年4月1日現在）

主な職務内容 主事補 主　事 係　長 主　幹

行政職給料表
（一） 1級 2級 3級 4級

職員数 14人 26人 88人 47人

構成比 5.4㌫ 10.0㌫ 33.7㌫ 18.0㌫

主な職務内容 課長補佐 課　長 部　長
計行政職給料表

（一） 5級 6級 7級

職員数 32人 39人 15人 261人

構成比 12.3㌫ 14.9㌫ 5.7㌫ 100.0㌫

8） 職員手当
①期末･勤勉手当（平成26年4月1日現在）

支　　　給　　　割　　　合

区　　　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.675月分

12月期 1.375月分 0.825月分

計 2.60月分 1.50月分

制度上の段階、職務の級などによる加算措置 有

※赤磐市職員の給与に関する条例の改正後の数値です。

②時間外勤務手当（平成25年度決算）

支 　 　 給 　 　 総 　 　 額 79,736千円

職員１人当たり平均支給年額 150千円

③退職手当（平成26年4月１日現在）

区　　　分 自己都合 勧奨･定年

勤続20年 21.62月分 27.025月分

勤続25年 30.82月分 36.57月分

勤続35年 43.70月分 52.44月分

最高限度額 52.44月分 52.44月分

１人当たり平均支給額（平成25年度） 17,555千円
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　２月22日、赤坂健康管理センターで第12回赤磐市音
楽祭が開催されました。
　この日は、「春よ来い ピアノと弦楽アンサンブル」
と題し、美しき青きドナウやピアノ協奏曲第９番（モー
ツァルト）など全９曲が演奏され、集まった約200人の
来場者は、その美しい音色にうっとりとしていました。
　演奏の間には、今回の開催で最後となった音楽祭
を回想する話のほか、それぞれの楽器紹介をユーモ
ラスに話す場面もあり、明るく和やかな雰囲気の中で
の演奏会となりました。

春よ来い ピアノと弦楽アンサンブル
第12回赤磐市音楽祭

　２月28日、穂崎にある史跡両宮山古墳の第５次発
掘調査現地説明会を開催しました。地元住民や歴史
ファンなど140人が参加し、担当者の説明を聞きなが
ら調査状況を見学しました。
　両宮山古墳は水をたたえた濠をもつ岡山県第３位
の大きさの前方後円墳ですが、水濠の波によって墳
丘が削られ崩落が進行しています｡
　このため、墳丘の保護対策を検討するため、平成
25年度から３カ年の計画で発掘調査を行っていま
す。平成26年度は墳丘前方部前面の墳端と第１段テ
ラスについて１月中旬から２カ月間にわたり調査を実
施しました。
　調査の結果、前方部墳端と推定される傾斜変換点
や第１段テラスの高さが判明しました。また、墳丘斜
面に積んだ盛土の状況もよく分かりました。県内でも
めずらしい大型前方後円墳の調査で、古墳のつくり
方を考える上で貴重な成果となりました。

大型前方後円墳に調査のメス
両宮山古墳発掘調査現地説明会

　３月19日、国際協力機構（ＪＩＣＡ）青年海外協力隊
員の題府由吏さんが出発あいさつのため、市長を表
敬訪問しました。
　題府さんは、２年間モザンビークの医療従事者養
成学校へ派遣され、現地学生の講義や実習授業など
の支援に携わります。「教育の面から薬剤師の質を
高めることで、安全・清潔な医療のお手伝いができ
れば」と力強く抱負を述べられました。それを受けて
市長から「赤磐市に題府さんのような方がいらっしゃ
るのは大変誇りです。体に気をつけて行ってきてく
ださい。また、帰国後も派遣先での経験を多くの人
に伝えるという重要な役割を担っていますので、頑
張ってください」と激励の言葉をかけられました。

市長を表敬訪問
青年海外協力隊出発あいさつ
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　平成26年度の市民後見人養成講座が無事修了し、
３月10日、修了証の交付式が行われました。
　市民後見人とは、認知症や知的障害などで判断能
力が不十分な人の財産管理や福祉サービス契約な
どを行う社会貢献活動です。受講者は計８日間の講
座を通して必要な法律や制度、心構えなどを学びま
した。
　平成25年度の受講者は、すでに市民後見人として
の活動を開始しています。
　今後は、家庭裁判所からの選任を受け、後見人と
して弁護士などの専門職と一緒に活動し、市民が住
み慣れた地域で安心して暮らせるよう、必要なサポ
ートを行っていきます。

市民後見人を養成
平尾妙子さん（是里）、實盛義正さん（岡）、小川佳子さん（草生）

　３月22日、赤坂ファミリー公園で第10回赤磐市消
防操法訓練大会が開催されました。今回は自動車ポ
ンプの部に３チーム、小型動力ポンプの部に17チー
ムが参加し、日ごろの訓練の成果を発揮しました。
　当日の結果は次のとおりです。

【小型動力ポンプの部】
◦優　勝…吉井方面隊第２分団第３部
◦準優勝…吉井方面隊第３分団
◦第３位…吉井方面隊第１分団第１部
＜最優秀番員＞
◦指揮者…火野口賢吾（吉井第３分団）
◦１番 員…枝光　一哉（吉井第２分団第３部）
◦２番 員…樋口　雄貴（吉井第３分団）
◦３番 員…荒島　孝治（吉井第２分団第３部）

【自動車ポンプの部】
◦優　勝…機動部Ａチーム
◦準優勝…赤坂方面隊第１・第２分団
◦第３位…機動部Ｂチーム
＜最優秀番員＞
◦指揮者…題府　勝介（赤坂方面隊）
◦１番 員…細川　伸也（機動部A）
◦２番 員…仲村　紀彦（機動部A）
◦３番 員…額田　顕秀（赤坂方面隊）
◦４番 員…逢坂　史彦（赤坂方面隊）

　小型動力ポンプの部で優勝した吉井方面隊第２分
団 第３部 は５月 1 7 日に 岡 山 県 消 防 学 校で開 催され
る、第62回岡山県消防操法訓練大会に出場します。

操作はじめっ!!
第１０回赤磐市消防操法訓練大会

4月2日、市役所の近くを流
れる十七川沿いには約240

本の桜が咲き誇っていまし
た。ぽかぽか陽気のこの日
は、桜の木の下でお弁当を
食べたり散歩をしたり、思い
思いにお花見を楽しむ姿が
見られました。

今 月 の 表 紙

▶今年度も引き続き広報を担当することになりま
した藤原です。今年も各種イベントにお邪魔させ
てもらいますので、よろしくお願いします。（藤原）

▶赤磐市制施行10周年記念式典は石相小学校の
全校児童の合唱で幕開け。子どもたちの透き通る
歌声に感動しました。今年度も広報を担当します
ので、よろしくお願いします。（栗政）

編 集 者 の つ ぶ や き
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て

躓

く

小

石

に

吠

え

て

い

る

浴

衣

姿

に

心

奪

わ

れ

落

ち

た

溝

人

間

の

油

断

を

笑

う

カ

ラ

ス

た

ち

ド

ラ

猫

が

老

い

の

油

断

を

見

の

が

さ

ぬ

亀

よ

り

も

う

さ

ぎ

に

な
っ
て

知

る

油

断

油

断

し

た

男

に

刺

さ

る

バ

ラ

の

棘

小
野　
　

房
子

藤
森　

と
し
お

松
田　
　

牧
子

小
山　

ふ
じ
え

光
山　
　

悦
子

長
谷
川
至
外
余

佐
藤　
　

礼
子

長
舩　

か
つ
み

佐
保
田
千
代
子

大
岩　
　

歌
子

沖　
　

百
合
子

従
野　
　

健
一

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…
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Reader'sSquare
読者の広場

●お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、3歳までのお子さん（6月・7月生ま
れ）の写真をお待ちしています。掲載を希望する人は①写真（返
却はありません） ②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤住所 
⑥電話番号 ⑦FAX番号 ⑧メールアドレス ⑨保護者氏名 ⑩簡
単なコメント（30字程度） を添えてください。締め切りは5月21
日㈭までです。

［あて先］ 〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課
 E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

４月から
保育園デビューだね。
友達いっぱい
できるといいね！

お父さんの
洋輔さんから

吉
よ し む ら

村  空
そ ら な

菜 ちゃん

（桜が丘東2）
平成25年4月8日生まれ

　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
ス
マ
イ
ル
・

キ
ッ
ズ
で
は
、新
規
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ダ
ン
ス
未
経
験
で
も
大
丈
夫
。

元
気
で
明
る
い
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？

　

う
ら
じ
ゃ
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
う
ら
じ
ゃ
の
み
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
（
年
齢
不
問
・
大

人
可
）。

　

お
気
軽
に
ご
見
学
・
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
毎
週
木
曜
日

　

午
後
６
時
～
８
時

◆
場
所
／
中
央
公
民
館
３
階
展
示
講

座
室

中
央
公
民
館
グ
ル
ー
プ

☆
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
☆「
ス
マ
イ
ル・キ
ッ
ズ
」会
員
募
集

◆
対
象
／
４
歳
く
ら
い
～
小
学
生

◆
会
費
／
月
額
５
千
円（
兄
弟
２
人
の

場
合
８
千
円
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
藤
原 

☎
０
９
０（
９
５
０
３
）８
０
６
１

募集

　

東
備
食
品
衛
生
協
会
で
は
、毎
年
８

月
の「
食
品
衛
生
月
間　

食
中
毒
防
止

啓
発
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
配
布
す

る
う
ち
わ
の
標
語
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
優
秀
な
標
語
の
応
募
者
に
は
、記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
採
用
者
に
は
直
接
通
知
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法
／
標
語
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、学
校
名
ま
た
は
勤
務

先
を
明
記
の
上
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

食
品
衛
生
標
語
募
集

◆
申
込
期
限
／
５
月
29
日
㈮

◆
問
い
合
わ
せ・
応
募
先

　

〒
７
０
９-

０
４
９
２

　

和
気
郡
和
気
町
和
気
４
８
７-

２

　

岡
山
県
備
前
保
健
所
東
備
支
所
内

　

東
備
食
品
衛
生
協
会（
担
当
：
竹
内
）

　

☎
０
８
６
９（
９
２
）５
１
８
２

　

FAX
０
８
６
９（
９
２
）０
１
０
０

募集

　

こ
ん
に
ち
は
。
山
陽
女
声
コ
ー
ラ
ス

で
す
。私
た
ち
は
、毎
週
火
曜
日
、午
後

７
時
30
分
か
ら
高
月
公
民
館
で
歌
を
歌

っ
て
い
ま
す
。こ
の
日
だ
け
は
日
ご
ろ
の

ス
ト
レ
ス
を
吹
き
飛
ば
そ
う
と
、思
い

切
り
声
を
出
し
て
ス
ッ
キ
リ
し
て
帰
り

ま
す
。み
ん
な
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

く
こ
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。こ

山
陽
女
声
コ
ー
ラ
ス 

会
員
募
集

ん
な
私
た
ち
と
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん

か
？ 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
毎
週
火
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

◆
場
所
／
高
月
公
民
館

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
幡
山 

☎（
９
５
５
）１
０
０
７

募集
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〒
709-0898 岡

山
県

赤
磐

市
下

市
344　

T
E

L.955-4770　
F

A
X

.955-1261
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
http://w

w
w

.city.akaiw
a.lg.jp

E
-m

ail  akaiw
a_info@

city.akaiw
a.lg.jp

編
集

・
発

行
／

赤
磐

市
役

所
・

秘
書

企
画

課

❶お手元の実施宣言カードに必
要事項を記入。

❷記入が済んだら最寄りの回収
箱へ投かん。

❸あとは当日、楽しく運動をする
だけ！

カードを提出したが当日運動できな
かった、提出を忘れていたという人
は集計本部へご連絡ください。

☎0800-2005-118
※この番号はチャレンジデー当日

（午前6時～午後9時30分）だけ
利用できる集計本部の仮設電話
番号です。おかけ間違えのないよ
うにご注意ください。

参加方法はカンタン！

広
報

あ
か

い
わ

 No.122  平
成

2
7年

5月
号

チ ャ レ ン ジ デ ー 2015
　

６
年
目
の
挑
戦
と
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
。

勝
利
を
目
指
し
て
、
今
年
も
や
り
ま
す
。

　

今
年
の
実
施
日
は
５
月
27
日
㈬
。
午
前
０

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
間
に
、
市
内
で
15

分
以
上
の
運
動
を
し
た
人
を
数
え
て
、
人
口

比
（
参
加
率
）
を
競
い
ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
」。
市
内
で

運
動
し
た
人
な
ら
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
へ
の
参
加
を
意
識
し
て
体
を
動
か

せ
ば
、
全
て
「
運
動
」
と
み
な
し
ま
す
。
つ

ま
り
、
ペ
ッ
ト
の
散
歩
や
家
事
、
農
作
業
も
、

ど
れ
も
参
加
者
と
し
て
名
乗
り
出
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

日
ご
ろ
運
動
が
十
分
で
き
て
い
な
い
人
は
、

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
運
動
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
運
動
を
習
慣
に
す
る
こ
と
は
、
私

た
ち
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
私
た
ち
が
運
動
す
る
こ
と
は
、
赤

磐
市
の
健
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
私
た
ち
全
員
が
運
動
を
習
慣
に
し

て
、
元
気
な
赤
磐
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

具
体
的
な
参
加
方
法
は
、
今
月
号
の
広
報

あ
か
い
わ
に
折
り
込
ん
で
い
る
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

４
連
勝
を
目
指
し
て
企
業
や
自
治
会
、
グ

ル
ー
プ
な
ど
で
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●問い合わせ先／スポーツ振興課 ☎955-0738

千葉県いすみ市
　いすみ市は、千葉県の
南東部に位置し、人口は
4万3千人余り。
　全国有数の漁獲高を誇る伊勢エビをは
じめ、マダコ、サザエ、アワビ、ヒラメ、鯛な
どの漁業のほか、米や梨、花の栽培、キャベ
ツなど野菜づくりが盛んな自然に恵まれた

「田園都市」です。
　チャレンジデーは初参加です。

今年の対戦相手は…

C H A L L E N G E  D A Y  2 0 1 5  v s  I S U M I

参加した人の中から抽選で100人にい
すみ市のお土産が当たります! 皆さん
ぜひチャレンジデーにご参加ください。

5／27
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